


片道Aコース　1,500円　中村駅（8：00発）～江川崎駅（10：50着）
　午前中沈下橋3カ所とかわらっこへ

片道Bコース　1,500円　江川崎駅（11：00発）～中村駅（15：00着）

　道の駅「よって西土佐」、コースの途中で昼食＆沈下橋３カ所

往復たっぷり観光Ｃコース　2,400円　中村駅（8：00発）～中村駅（14：50着）

　Ａ＆Ｂコースで四万十川を満喫

往復川遊びＤコース　1,500円　中村駅（8：00発）～中村駅（14：50着）　
　途中カヌーツーリングなど

※各コース小学生以下は半額。

■ コース

【問い合わせ先】高知西南交通株式会社　☎（34）1266

　ボンネットバス「あかめ号」で中村駅

と江川崎駅の区間を、沈下橋などを見学

しながら運行する周遊観光バスです。車

内もレトロな空間が広がり、どこか懐か

しい気持ちで四万十川を周遊すること

ができます。

　途中乗車、下車もOKですので、市民の

皆さまもぜひご利用ください。

　応仁2年（1468年）前関白一條教房

公は、応仁の乱を逃れ、中村に下向し

ました。この様子を再現した土佐一條

公家行列が開催されます。（行列は一

條神社12時30分スタート予定）

　当日の内容は、室町時代の煌びやか

な衣装を着た約200名の行列が、四万

十市市街地を練り歩きます。天神橋

アーケードや一条通では、物産販売、

飲食販売、イベント等の各コーナーを

充実させておりますので、皆さまお誘

いあわせの上お越しください。

　また、併せて行列に参加される方も

募集しています。（4月15日頃まで）

※プログラム、当日のスケジュール等

　の詳細に関しましては、下記までお

　問い合わせください。

　詳細が決まり次第中村商工会議所

　ＨＰへも掲載します。

■ 運行日（上半期分）

【問い合わせ・申込先】

　公家行列実行委員会

　（事務局：中村商工会議所）

　☎（34）4333　FAX(34)1451

四万十×土佐一條公家行列 「藤祭り」

5月3日（火） 10時～15時（予定）

四万十川周遊バス
列車とバスでつなぐ
レトロ空間

ゴールデンウィーク
　4月29日～5月8日の全期間
夏休み
　7月15日～8月31日の全期間　
4月～9月の金・土・日・祝日
　※下半期も12月を除く9月～3月の金・土・日・祝日を中心に運行す
　　る予定です。
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平成28年4月1日から市役所の組織機構が変わります

事務事業を簡素かつ効率化」する観点に基づき、関連する事務を統合、再編することで効率的かつ合理的な行政
組織に改編

企画広報課(本庁3階)

重要施策実現のため、現在の産業振興室を政策推進室

に改編。広報情報係を広報統計係と情報管理係に改編

企画調整係　　　　　　　企画調整係

広報情報係 広報統計係

情報管理係

産業振興室 政策推進室  政策推進係

収納対策課(本庁4階)

公債及び私債権を管理し、統一的な指導を行うた

め収納対策課を新設

収納第1係

収納第2係
※税務課の収納係を廃止

新設

（問い合わせ先）市総務課行政管理係　☎（34）1804

学校教育課(本庁6階)

学校給食の適正な管理運営を行うため、学校給食

係を新設

総務係　　　　　　　　　総務係

学校教育係　　　　　　　学校教育係

少年補導センター　　　　学校給食係

　　　　　　　　　　　　少年補導センター

生涯学習課(公民館)

図書館を指定管理とすることにより、教育委員会

生涯学習課に図書館の業務を追加

社会教育振興係

社会体育振興係

公民館運営係（図書館業務）
※5月1日から社会体育振興係は安並スポーツセンターから

　公民館1階に事務所が変わります。

　中央公民館  生涯学習課 社会体育振興係

　☎（34）2062　FAX（35）4260

教育委員会の課等の業務を整理し、統合又は新設

商工課と観光課を統合し、観光課の四万十川対策

係の業務を環境生活課と農林課に移管

環境生活課(本庁4階)

市民生活係　　　　　市民生活係

環境係　　　　　　　四万十川・環境係

農林水産課(本庁5階)

農林課　　　　　　　農林水産課

　林業振興係　　　　　林業水産係

　農業振興係　　　　　農業振興係

　農業土木係　　　　　農業土木係

　農地管理係　　　　　農地管理係

観光商工課(本庁3階)

商工課　　　　　　　　　観光商工課

　商工・雇用対策係　 商工・雇用対策係

　食肉センター　　　　　　観光係

観光課　　　　　　　　　　食肉センター

　観光係　　　　　　　　　　

四万十川対策係

保健介護課(本庁1階)
課等の業務を整理し、統合又は新設することに
より、効率的な課等の内部組織を改編

介護保険係　　　　　　　介護保険係

保健衛生係 地域保健係

健康増進係

高齢者福祉係　　　　　　高齢者福祉係

地域包括支援センター　　地域包括支援センター

又は新設することに又は新設することに
組織を改編 まちづくり課(本庁5階)

計画調査係　　　　　計画係

用地・国土調査係

土木係　　　　　　　土木係

道路管理係　　　　　道路管理係

選挙管理員会事務局業務を総務課の業務として移管し、執務室を本庁3階とする。

3

平
成
28
年
４
月
号



　高知県の中でも、幡多郡は特に移住先として人気が高く「高知県西部へ移住したい！」というお問い合
わせをたくさん頂いておりますが、それに対して現在、空き家の数が足りていないという状況です。移住
者に貸しても構わない、という家がありましたら情報をお寄せください。
　移住者の増加による効果は人口減少・少子高齢化対策、地域の活性化だけでなく、空き家自体の維持・
管理、防犯、地域の美観にもつながります。ご協力お願いします。

このような条件でも構いません！

・建物内に荷物が残っている ・掃除をしなければ貸せる状態ではない ・山間地

・修繕が必要だが、そのままにしている ・貸せない部屋や倉庫がある ・市街地から遠い

・「ペット不可」「集落活動への参加」「田畑の管理」など、条件を付けることもできます

＊上記の連絡先は平成28年3月時点の情報です。

四万十市役所　企画広報課　移住推進員
黒潮町役場　総務課　企画振興係
三原村役場　総務課　企画係
土佐清水市役所　企画財政課政策企画係
宿毛市役所　企画課　移住相談員
大月町役場　産業振興室　移住相談員

☎（34）8866
☎（43）2111
☎0880（46）2111
☎0880（82）1217
☎0880（63）1118
☎0880（73）1115

【 四万十市】
【 黒 潮 町 】
【 三 原 村 】
【土佐清水市】
【 宿 毛 市 】
【 大 月 町 】

―移住のきっかけ、四万十市に住むきっかけは？

　東日本大震災が起こり原発事故の影響を考え移住

を決めました。仕事や生活設計も捨てて、家族と最低

限の荷物をまとめて西日本・九州を回りました。四万

十市で赤鉄橋下のキャンプ場でテント暮らしをしな

がら家を見つけました。

　四万十市は自営業が多く、仕事を始めやすいと思っ

たこともきっかけです。

―移住後の仕事は？

　はじめは草刈りの仕事などをしましたが、現在は移

住前と同じ庭仕事や小屋の補修など様々な仕事を自

営でしています。

―四万十市での暮らしについて　

　移住することで収入が激減することを予想してい

たので、生活スタイルを見直すことから始めました。

　移住したばかりの頃、ご近所の方から猪肉を頂きま

した。食べた途端に子供たちも急に家の中を走り回っ

て、四万十の自然の力強さを実感しました！

―｢しまんと暮らし｣で感じた事、これから。

　｢お金｣を生活の優先事項としなくとも、心豊かな暮

らしができると思います。

　例えば電化製品の使用を最小限に抑え、薪や炭を利

用しています。都会的な生活をそのまま持ち込むので

はなく、この土地に寄り添った暮らし方を見つけるこ

とが大切だと思います。

　自分達の暮らしが安定してきたので、これからは移

住場所を探している人達にも四万十市での暮らしの

魅力を伝えていきたいです。

『しまんと暮らし』～移住・定住モデル紹介～
　2011年11月に千葉県から移住されたFさんご家族（41歳・千葉県出身・妻、子供3人）の｢しまんと暮らし｣につ

いてお話を伺いました。

建物がある市町村の移住担当者までご連絡ください

幡多郡内の空き家を探しています
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　3月6日に、四万十市制施行・合併10周年記念事業

の締めくくりとして、市全域を対象とした初めて

の産業祭「しまんとの“チカラ”フェスタ」を開催し

市内外からたくさんの方にご来場いただきまし

た。

　市役所本会場では57団体が出展し、ぶしゅかん

商品や四万十ヒノキ、天然鮎や青のり、さらには塩

たたきや模擬せり体験など様々なブースが並んだ

ほか、友好都市の枚方市や北海道旭川市からも出

展していただきました。このほかステージでは、中

村西中学校の演奏に始まり、太鼓やダンス、地域ゆ

るキャラ、そしてお菓子拾いや餅投げなど盛りだ

くさんの内容で会場は大盛況となりました。

　また、サテライト会場の天神橋商店街や一条通

商店街では、日曜市＆フリーマーケットやライブ

パフォーマンス、働く車が集まる「街なか博物館」

やミニミニ縁日など、多くの市民が参加した多彩

なイベントが実施され産業祭を盛り上げていただ

きました。

　このように四万十市産業祭では町中を会場とし

て、四万十市の産業の地力（チカラ）の一部を紹介

し、ご来場いただいた方にその多様な魅力を満喫

していただきました。

四万十市産業祭
『しまんとの“チカラ”フェスタ』
大盛況

　四万十市移住推進員が初めて企画した移住ツ

アーに、豊かな自然環境での子育てを希望する関

東からのご家族2組8人の参加をいただきました。 

             

　今回の特色は、先に移住をされた家族が受け入

れのホストファミリーとなり、ツアー参加者と共

に“生活”する、田舎暮らし実践ツアーでした。

　ホストごとの日常生活体験や、三里地区にてま

き割り体験、農作業道具体験、カトラリー作り、お

やつ作り、石釜ピザ体験、地元食材やスパイスを

使った本格カレー作り・・・と大人も子供も大いに

楽しむことができました。出会ったとたんに打ち

解け、のびのび遊びまわる子どもたち。大人同士は

｢移住体験談｣や｢四万十市での暮らし｣など、話題

の尽きることがありませんでした。夕食時には夕

焼け色に染まった四万十川を背景にすてきな時間

を過ごすことができました。

　翌日のお別れの際に涙ぐまれる参加者の姿が印

象的でした。短い時間でしたが、皆さまの心に残る

ツアーになったのではないでしょうか。

　本年度もさまざまな移住ツアーを企画し、移住

希望の皆さんに四万十市の魅力を味わっていただ

き移住のきっかけにしていただきたいと思いま

す。

【問い合わせ先】

　（市）企画広報課　移住推進員

　☎（34）8866

｢暮らすように旅する
四万十市移住ツアー｣　
開催しました（2/19 ～ 21）

みんなでぶしゅかんサンバも踊りました。

自慢の塩たたきも大好評！

石釜ピザ体験を楽しむツアー参加者たち
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東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
の
被

害
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、ま
た
、近
い
将
来
必
ず
発
生
す
る
と
い
わ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す
た

め
に
、被
災
地
よ
り
講
師
を
招
き
、住
民
を
は
じ
め
、市
職
員
、消
防
職

員
や
消
防
団
員
へ
、当
時
の
体
験
を
も
と
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
２
月
27
日（
土
）、西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

と
富
山
地
区
集
会
所
に
お
い
て
、宮
城
県
大
崎

市
職
員
の
佐
々
木
俊
太
郎
さ
ん
を
招
い
て
、東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
中
山
間
地
域
の
状
況
と

震
災
を
通
じ
て
得
た
教
訓
に
つ
い
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
害

で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
は
、津
波
被
害
で
す
が
、

斜
面
崩
壊
に
よ
っ
て
道
路

が
寸
断
さ
れ
る
等
、中
山
間

地
域
で
の
被
害
も
甚
大
で

し
た
。実
際
に
自
治
体
職
員

と
し
て
、震
災
対
応
を
経
験

し
た
佐
々
木
さ
ん
の
お
話

か
ら
、中
山
間
地
域
で
の
地

震
対
策
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

災害に備えて ～防災活動の紹介等～

毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
防災行政無線の放送内容をもう一度聞くには ☎（34）7800までお電話を！（自動音声）

　
３
月
12
日
（
土
）
に
は
、
公

民
館
で
消
防
職
員
や
消
防
団

員
を
対
象
に
、
下
田
小
学
校

で
住
民
を
対
象
に
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
宮
城
県
気
仙

沼
消
防
署
よ
り
三
浦
勝
郎
さ

ん
を
招
き
、
津
波
や
火
災
に

よ
る
当
時
の
気
仙
沼
の
状
況

や
、
東
日
本
大
震
災
に
立
ち

向
か
っ
た
消
防
士
で
あ
る
三

浦
さ
ん
が
体
験
し
た
苦
悩
や

震
災
か
ら
得
た
教
訓
等
、
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

　
実
際
、
気
仙
沼
や
隣
の
南

三
陸
町
で
は
想
定
以
上
の
津

波
が
襲
来
し
、住
民
や
自
治
体
職
員
、消
防
職
員
等
、

多
く
の
人
々
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、津
波
か
ら
避
難
す
る
際
は
、

よ
り
高
い
場
所
を
目
指
し
て
避
難
す
る
等
、常
に
最

善
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
大
切
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　　
こ
の
よ
う
に
、被
災
地
で
震
災
を
体
験
さ
れ
た
方
の
話
を
聞
き
、震
災
に

つ
い
て「
知
る
」こ
と
も
、大
事
な
防
災
の
取
り
組
み
の
１
つ
で
す
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
防
災
講
演
会
を
開
催
予
定
で
す
の
で
、住
民
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

このページに関する問い合わせ先　（市）地震防災課　☎（35）2044

い
た
だ
き
ま
し
た

防災講演会を開催しました東日本大震災から５年…
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２
月
15
日
　
区
長
会
要
望
受

　
　
　
　
　
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

　
　
16
日
　
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
お
よ
び
交
通
安

　
　
　
　
　
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

　
　
17
日
　
県
立
中
村
中
学
校
・
高
等
学
校 

第
１
回
な
か

　
　
　
　
　
む
ら
未
来
学
発
信
場

　
　
18
日
　
高
知
県
土
地
改
良
事
業
連
合
会
通
常
総
会（
高

　
　
　
　
　
知
市
、〜
19
日
）

　
　
19
日
　
高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
会

　
　
　
　
　
高
知
県
山
林
協
会
理
事
会

　
　
20
日
　
ア
ジ
ア
会
館
前
会
長 

故
谷
川 

寛
三
氏
「
お

　
　
　
　
　
別
れ
の
会
」（
東
京
都
）

　
　
21
日
　
三
山
ひ
ろ
し
氏「
四
万
十
川
」ヒ
ッ
ト
祈
願
祭

　
　
22
日
　
消
防
団
退
職
団
員
市
長
表
彰
式
　

　
　
　
　
　
中
村
商
工
会
議
所
女
性
会
・
西
土
佐
商
工
会

　
　
　
　
　
議
所
女
性
部
合
同
懇
談
会

　
　
23
日
　
四
万
十
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
第
２

　
　
　
　
　
回
総
会

　
　
24
日
　「
第
12
回
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
　

　
　
　
　
　
in
高
知
」実
行
委
員
会（
高
知
市
）

　
　
25
日
　
当
初
予
算
案
記
者
発
表

　
　
　
　
　
第
３
回
総
合
教
育
会
議

　
　
　
　
　
四
万
十
市
建
設
協
会
と
の
新
年
意
見
交
換
会

　
　
26
日
　
区
長
会
総
会

　
　
　
　
　
県
・
市
・
J
A
と
の
対
話
集
会

　
　
27
日
　
香
南
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
式
典（
香
南
市
）

　
　
28
日
　
と
み
や
ま
梅
の
里
ま
つ
り

　
　
29
日
　
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会
、

　
　
　
　
　
幡
多
広
域
南
海
地
震
対
策
連
絡
協
議
会

３
月
１
日
　
中
村
高
校
、幡
多
農
高
卒
業
式

　
　
２
日
　
３
月
市
議
会
定
例
会（
〜
18
日
）

　
　
３
日
　
防
災
会
議
　

　
　
４
日
　
四
万
十
市
観
光
開
き

　
　
５
日
　
と
み
や
ま
酒
米
生
産
部
15
周
年
記
念
講
演

　
　
　
　
　
会
お
よ
び
交
流
会

　
　
６
日
　
産
業
祭

　
　
12
日
　
中
村
西
中
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　
防
災
講
演
会
（
下
田
）

　
　
13
日
　
学
校
法
人
育
英
館 

四
万
十
看
護
学
院
卒
業
式

　
　
14
日
　
西
土
佐
懇
談
会（
〜
17
日
）

２
月
15
日
〜
３
月
14
日

市
長
日
誌

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　
・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

　 

テ
ム
を
設
置
す
る
人

　
・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内
の
太
陽
光
シ
ス
テ
ム

　 

付
き
新
築
住
宅
を
購
入
す
る
人

　
　※

た
だ
し
、自
ら
が
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
結
ぶ

　
　
こ
と
が
で
き
る
人
で
、市
税
の
滞
納
が
な
い
人
な
ど

　
　
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
出
力
１
k
w
あ
た
り
３
万
円

　（
上
限
12
万
円
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課
　
☎（
３
４
）６
１
２
６

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
費
補
助

　
道
路
の
清
掃
や
美
化
活

動
に
取
り
組
む
四
国
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
交
流

す
る「
ふ
れ
あ
い
四
国
路
in

須
崎
市
」が
１
月
30
日
、
道

の
駅「
か
わ
う
そ
の
里
す
さ

き
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
、日
頃
よ
り

道
路
の
美
化
活
動
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

古
津
賀
国
道
花
の
会（
代
表

者
　
西
原
功
）・
具
同
地
区

婦
人
会（
同
　
川
村
ち
づ
）・

ハ
イ
ラ
ン
ド
み
ど
り
会（
同
　
谷
本
世
喜
）の
３
団
体
26
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、道
路
の
清
掃
な
ど
を
長
年
続
け
る
香
川
や
徳
島
県
の

企
業
や
お
隣
の
黒
潮
町
で「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」な
ど
に
取
り
組

む
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
活
動
報
告
な
ど
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
今
日
聞
い
た
こ
と
を
今
後
の
活
動
に
生
か

し
た
い
ね
」「
も
っ
と
多
く
の
人
に
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、市
道
の
清
掃
・
美
化
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
団

体
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）ま
ち
づ
く
り
課

　
☎（
3
4
）1
1
1
6
　 

F
A
X（
3
4
）0
3
8
1

「
四
国
の
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
」に

本
市
の
３
団
体
が
参
加

■
受
付
開
始

　
４
月
12
日（
火
）８
時
30
分

か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。

　
申
請
は
、工
事
を
開
始
す

る
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

事
後
申
請
で
は
補
助
金
が
交

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

　
申
請
書
と
申
請
に
必
要

な
書
類
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は（
市
）環
境
生

活
課
に
備
え
て
い
る
ほ

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
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平成28年度当初予算　総額345億円
人が輝き、夢が生まれる 悠久と躍動のまち 四万十市

【一般会計歳入】

【一般会計歳出（目的別）】

区　　　　　分
平成28年度
予　算　額

伸率
（％）

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定

国民健康保険診療施設勘定

奥屋内へき地出張診療所

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道 事 業

と 畜 場

幡多公設地方卸売市場事業

住宅新築資金等貸付事業

鉄 道 経 営 助 成 基 金

農 業 集 落 排 水 事 業

幡多中央介護認定審査会

介 護 保 険 保 険 事 業 勘 定

簡 易 水 道 事 業

園 芸 作 物 価 格 安 定 事 業

水 道 事 業

病 院 事 業

一 般 会 計

合計 (各会計間の重複額除く )

214億 400万円

123億1,095万円

50億3,459万円

3億 326万円

555万円

5億 116万円

9億2,205万円

2億3,245万円

131万円

56万円

6億 76万円

6,436万円

677万円

37億1,358万円

9億 945万円

1,510万円

30億7,033万円

7億9,069万円

22億7,964万円

344億5,879万円

△ 6.1

1.8

1.9

△ 3.5

1.3

4.9

△ 0.9

3.0

△ 99.4

△ 41.7

50.0

24.9

1.6

△ 2.9

31.9

0.0

3.7

7.8

2.4

△ 3.6

特 　 別 　 会 　 計（ 1 4 会 計 ）

企 　 業 　 会 　 計（ 2 会 計 ）

特集

【一般会計歳出（性質別）】

■
概
要

　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、総
合
計
画
に
掲
げ
る
市
の
将
来
像

で
あ
る
、「
人
が
輝
き
、夢
が
生
ま
れ
る
　
悠
久
と
躍
動
の
ま
ち
　

四
万
十
市
」の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
厳
選
し
、予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、前
年
度
比
６
・
１
％
の
減
額
、特
別
会

計
で
は
１
・
８
％
の
増
額
、企
業
会
計
で
は
３
・
７
％
の
増
額
と
な

り
、各
会
計
間
の
重
複
額
を
除
い
た
合
計
は
３
・
６
％
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。新
た
に
市
立
小
中
学
校
の
給
食
完
全
実
施
や
、中

学
生
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
子
育
て
支
援
の
分
野
の
予
算
を
措

置
し
ま
し
た
が
、道
の
駅
情
報
発
信
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
給
食

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な
ど
大
型
事
業
の
完
了
に
よ
り
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
規
模
は
、一
般
会
計
で
２
１
４
億
４
０
０
万
円
、特
別
会

計（
14
会
計
）で
１
２
３
億
１
０
９
５
万
円
、企
業
会
計（
２
会
計
）

で
30
億
７
０
３
３
万
円
で
、各
会
計
間
の
重
複
を
控
除
し
た
総
額

は
３
４
４
億
５
８
７
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

■
一
般
会
計

　
左
の
グ
ラ
フ
は
一
般
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　
歳
出
の
性
質
別
で
は
、義
務
的
経

費
で
あ
る
人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費

の
合
計
は
、前
年
度
比
０
・
２
％
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。人
件
費
、公
債

費
は
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、社

会
保
障
費
の
増
な
ど
に
よ
り
扶
助
費

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。普
通
建

設
事
業
費
は
道
の
駅
情
報
発
信
拠
点

施
設
整
備
事
業
や
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
な
ど
の
事
業
完
了
な
ど
に
よ

り
、37
・
８
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳　入

繰入金
1億9,862万9千円

0.9％

市　税
35億3,067万5千円

16.5％

自主財源
55億7,195万3千円

26.0％

依存財源
158億3,204万7千円

74.0％

その他
18億4,264万9千円

8.6％

地方交付税
81億5,011万5千円

38.1％

国・県支出金
47億9,248万円
22.4％

市　債
19億290万円
8.9％

その他
9億8,655万2千円

4.6％

歳　出
（目的別）

総務費
21億3,530万6千円

10.0％

民生費
75億1,459万8千円

35.1％

衛生費
22億462万4千円

 10.3％
農林水産業費

10億5,744万6千円
5.0％

商工費
2億9,620万6千円

1.4％

土木費
17億8,272万2千円

 8.3％

消防費
15億5,020万6千円

 7.2％

議会費ほか
1億7,036万4千円

0.7％災害復旧費
1億6,263万円
0.8％

教育費
20億455万5千円

9.4％

公債費
25億2,534万3千円

11.8％

人　件　費
34億1,906万7千円

扶　助　費
33億8,823万4千円

公　債　費
25億6,828万1千円

普通建設事業費
49億5,717万7千円

物　件　費
25億7,353万5千円

補助費等
29億5,131万1千円

繰　出　金
23億203万9千円

人　件　費
33億2,785万2千円

扶　助　費
35億3,842万6千円

公　債　費
25億2,898万7千円

普通建設事業費
30億8.395万1千円

物　件　費
27億2,400万1千円

補助費等
33億2,433万円

繰　出　金
23億109万1千円

50

0

100

150

200

平成28年度

214億400万円

平成27年度

227億8,400万円

災害復旧事業費災害復旧事業費
1億5,363万円

災害復旧事業費災害復旧事業費
1億6,263万円

その他 4億7,072万6千円

その他
4億1,273万2千円
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■
主
要
事
業
な
ど

　
総
合
計
画
に
掲
げ
る
次
の
６
つ
の
柱
に
つ
い

て
、主
な
事
業
や
新
規
の
事
業
と
そ
の
予
算
額
を

掲
載
し
ま
す
。

※
 

新 

は
本
年
度
新
規
の
事
業

自
然
と
共
生
し
た
安
心
で
快
適
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

都
市
防
災
推
進
事
業【
６
億
３
６
９
５
万
２
千
円
】

　
八
束
地
区
防
災
拠
点
基
地
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、耐
震
性
貯
水
槽
、東
山
地
区
の
防

災
拠
点
施
設
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

地
震
津
波
対
策
事
業【
３
６
３
０
万
５
千
円
】

　
八
束
地
区
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
、非
常
用
食

料
の
備
蓄
、給
油
所
へ
の
発
電
機
等
の
購
入
補
助

な
ど
を
行
い
ま
す
。

住
宅
等
耐
震
対
策【
１
億
１
１
１
５
万
７
千
円
】　

　
住
宅
の
耐
震
診
断
・
設
計
・
改
修
補
助
を
行
い
ま

す
。
耐
震
設
計
に
つ
い
て
は
、３
年
間
、自
己
負
担

分
を
原
則
無
料
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、県
の
指
定
す
る
緊
急
輸
送
道
路
等
避
難

路
の
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
補
助
制

度
を
導
入
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
と
住
み
や
す
さ
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

公
共
交
通
の
維
持【
１
億
７
３
２
２
万
２
千
円
】

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
に
対
す
る
経
営
助
成
、

路
線
運
行
バ
ス
運
営
費
補
助
、デ
マ
ン
ド
交
通
運

行
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

道
路
整
備【
９
億
１
１
９
８
万
５
千
円
】

　
防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
、大
規

模
修
繕
・
更
新
事
業
、辺
地
対
策
、市
単
独
道
路
整

備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
籍
調
査【
８
８
５
２
万
７
千
円
】

　
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
に
つ
い
て
優
先

的
に
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、高
速
道
路
の
延

伸
に
向
け
て
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
古
津
賀

地
区
に
つ
い
て
も
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た

　
　
産
業
の
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興
推
進
総
合
支
援【
１
０
０
０
万
円
】

　
商
品
の
生
産
段
階
か
ら
販
売
段
階
ま
で
の
取
組

や
観
光
産
業
の
振
興
に
資
す
る
取
組
を
総
合
的
に

支
援
し
ま
す
。

新 
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
１
０
０
３
万
９
千
円
】

　
本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
や
、

訴
求
力
・
話
題
性
を
生
む
コ
ン
セ
プ
ト
、キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
作
成
し
、情
報
発
信
力
を
強
化
し
ま
す
。

ぶ
し
ゅ
か
ん
普
及
推
進【
６
１
７
万
８
千
円
】

　
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
収
穫
量
の
増
加
を
図
る
た
め
の

苗
代
、防
護
柵
設
置
等
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、販
売
促
進
を
図
り
ま
す
。

豊
か
な
心
と
学
び
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

放
課
後
等
学
習
支
援【
３
３
３
万
円
】

　
中
学
校
に
お
け
る
放
課
後
等
に
補
充
学
習
を
行

う
た
め
の
学
習
支
援
員
の
配
置
を
継
続
し
つ
つ
、新

た
に
小
学
校
に
お
い
て
も
学
習
習
慣
の
定
着
を
主

眼
に
置
い
た
学
習
指
導
員
の
配
置
を
行
い
ま
す
。

新 

学
校
支
援
地
域
本
部【
44
万
５
千
円
】

　
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、外
部
人
材
の
協
力
を
得
て
、地
域
と
学
校

が
連
携
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
む
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

学
校
施
設
対
震
化
事
業【
５
億
２
１
６
万
８
千
円
】

　
中
村
中
学
校
の
体
育
館
改
築
工
事
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、大
用
中
学
校
体
育
館
改
築
の
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

新 

東
山
小
学
校
区
学
童
保
育
施
設
整
備

　 

　
　
　
　
　
　
　
　【
７
１
５
８
万
２
千
円
】

　
東
山
小
学
校
区
の
学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て
、現

在
の
規
模
で
は
利
用
を
希
望
す
る
児
童
を
全
て
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、新
た
に
施
設
を
整
備
し
、

児
童
の
放
課
後
等
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

新 

図
書
館
運
営
民
間
委
託【
５
３
５
０
万
円
】

　
図
書
館
の
運
営
を
民
間
委
託
し
、閉
館
時
間
の

１
時
間
延
長
や
、月
曜
、祝
祭
日
の
定
期
休
館
日
を

な
く
す
な
ど
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
行
う
と
と
も

に
、経
費
の
節
減
を
図
り
ま
す
。

新 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強

　 

　
　
　
　
　
　
　
　【
９
６
２
万
６
千
円
】

　
安
並
運
動
公
園
内
の
同
施
設
の
耐
震
補
強
設
計

を
行
い
、安
全
・
安
心
な
施
設
の
運
営
を
図
り
ま
す
。

学
校
給
食【
２
億
９
９
３
９
万
９
千
円
】

　
具
同
小
学
校
敷
地
内

に
新
し
い
給
食
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、４
月
か

ら
中
村
地
域
の
中
学
校

給
食
を
開
始
し
ま
す
。こ

れ
で
、市
立
小
中
学
校
全

て
に
お
い
て
実
施
と
な

り
ま
す
。

健
や
か
で
笑
顔
の
あ
る
支
え
あ
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業【
３
１
３
９
万
３
千
円
】

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、地
域
で
の
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
等

の
見
守
り
活
動
な
ど
、地
域
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

歯
科
口
腔
事
業【
３
７
７
万
６
千
円
】

　
在
宅
の
要
介
護
状
態
の
方
に
歯
科
医
師
が
訪
問

し
、口
腔
内（
歯
・
口
腔
機
能
）の
健
診
を
行
う
訪
問

歯
科
健
診
事
業
と
、年
度
末
に
30
歳
か
ら
70
歳
ま

で
の
節
目
の
年
齢
に
達
す
る
方
に
、定
期
検
診
と

セ
ル
フ
ケ
ア
を
行
う
き
っ
か
け
と
し
て
歯
科
口
腔

検
診
を
促
す
、歯
科
口
腔
検
診
事
業
を
行
い
ま
す
。

乳
幼
児
・
児
童
医
療
費【
９
５
１
４
万
７
千
円
】

　
小
学
校
児
童
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
拡
大

し
、中
学
校
生
徒
に
つ
い
て
も
実
施
し
ま
す
。

不
妊
治
療
費
助
成【
80
万
円
】

　
不
妊
治
療
に
対
す
る
助
成
上
限
額
を
年
３
万
円

か
ら
年
５
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

病
院
事
業
会
計
負
担
金【
３
億
９
３
６
２
万
２
千
円
】

　
市
立
市
民
病
院
の
経
営
安
定
化
を
図
り
、地
域

の
医
療
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

協
働
で
築
く
地
域
力
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

移
住
対
策【
２
０
３
９
万
３
千
円
】

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、移
住
相

談
、移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー
、定
住
支
援
な
ど
の
き
め

細
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
移
住
支
援
員
を
４
名

配
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、移
住
希
望
者
へ
提
供
す
る
住
宅
の
改
修

費
用
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊【
３
０
２
８
万
円
】

　
中
村
地
域
２
名
、西
土
佐
地
域
４
名
を
雇
用
し
、

中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」に
デ
ザ
イ

ン
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
の

隊
員
を
２
名
雇
用
し
ま
す
。

【問い合わせ先】（本庁）財政課 財政係　☎（34）1819

スクールミールぐどう
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固
定
資
産
税
の
返
還
等
に
つ
い
て

　
次
に
、本
市
に
お
い
て
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例
の

適
用
及
び
保
安
林
の
非
課
税
扱
い
に
、そ
れ
ぞ
れ
適
用
誤
り

が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、住
宅
用
地
の
特
例
に
つ
い
て
は
、地
方
税
法
に
基
づ

き
、面
積
要
件
に
応
じ
て
課
税
標
準
額
を
軽
減
す
る
特
例
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
度
県
内
他
市
に
お
い
て
、こ
の
住
宅
用
地
特
例
の
適

用
漏
れ
が
判
明
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
受
け
、本
市
に
お
い

て
も
確
認
が
必
要
と
考
え
、た
だ
ち
に
、市
域
全
体
を
対
象
に

家
屋
課
税
デ
ー
タ
と
土
地
課
税
デ
ー
タ
の
突
合
を
行
い
、昨

年
12
月
に
作
業
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
結
果
、住
宅
特
例
制
度
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
48
年
度

以
降
に
お
い
て
、特
例
が
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
案
が

49
件
判
明
し
た
も
の
で
す
。

　
確
認
作
業
は
地
区
ご
と
に
進
め
た
こ
と
か
ら
、昨
年
度
及
び

今
年
度
の
早
い
段
階
で
確
認
が
終
了
し
た
32
件
に
つ
い
て
は
、

適
宜
、固
定
資
産
税
の
返
還
等
必
要
な
処
理
を
終
え
て
お
り
ま

す
。そ
の
後
、残
る
中
村
・
具
同
・
右
山
地
区
等
を
確
認
し
た
結

果
、17
件
の
特
例
漏
れ
の
事
案
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、保
安
林
に
つ
い
て
は
、地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
非

課
税
と
な
り
ま
す
が
、昨
年
度
、納
税
義
務
者
の
方
か
ら
非
課

税
処
理
が
誤
っ
て
い
る
と
の
指
摘
を
頂
い
た
こ
と
に
よ
り
、

改
め
て
市
域
全
体
を
対
象
に
確
認
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

過
去
に
お
け
る
処
理
漏
れ
21
件
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
課
税
処
理
誤
り
を
是
正
し
た
こ
と
に
よ
り
、過
年

度
に
遡
及
し
返
還
す
べ
き
固
定
資
産
税
の
総
額
が
、利
息
相

当
分
を
併
せ
、１
７
３
０
万
９
８
０
０
円
に
上
り
ま
す
。

　
こ
の
内
、既
に
返
還
を
終
え
た
４
０
４
万
２
４
０
０
円
を

除
く
、１
３
２
６
万
７
４
０
０
円
に
つ
い
て
、一
般
会
計
予
算

の
３
月
補
正
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
課
税
誤
り
に
つ
い
て
は
、古
い
年
度
の
も
の
も
あ

　　

※

内
容
は
３
月
市
議
会
定
例
会
時
点
の
も
の
で
本
文
中
、今
年

　
度
は
平
成
27
年
度
、来
年
度
は
平
成
28
年
度
を
さ
し
ま
す
。

　
職
員
の
不
祥
事

　
平
成
28
年
度
予
算
案
お
よ
び
関
連
諸
議
案
の
説
明
の
前

に
、市
職
員
に
よ
り
ま
す
不
祥
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、議
員

各
位
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
へ
ご
報
告
と
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
不
祥
事
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、昨
年
の
12
月
12
日
土

曜
日
に
市
職
員
が
高
知
市
内
の
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
に
お
い

て
、商
品
を
カ
バ
ン
に
入
れ
代
金
を
払
わ
ず
に
持
ち
帰
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、１
月
下
旬
に
高
知
警
察
署
に
窃
盗

の
容
疑
で
検
挙
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。現
在
、警
察
の
方

で
取
り
調
べ
や
事
実
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、本
人
も
行
為
を
認
め
て
お
り
、罪
を
犯
し
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
公
務
員
で
あ
る
と
い
う
以
前
に
社
会
人
と
し
て
の
意
識
が

欠
如
し
た
こ
の
行
為
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、議
会
並
び
に
市

民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
著
し
く
裏
切
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、事
実
確
認
が
で
き
次
第
、早
急
に
私
並
び
に
当
該
職

員
の
厳
正
な
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、職
員
に
対
し
て
公
務

員
倫
理
と
綱
紀
粛
正
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

り
、詳
細
な
原
因
が
把
握
で
き
な
い
案
件
も
あ
り
ま
す
が
、主

な
原
因
と
し
ま
し
て
は
、家
屋
調
査
時
の
状
況
確
認
や
職
員

間
で
の
情
報
伝
達
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
ほ
か
、

土
地
課
税
時
の
デ
ー
タ
処
理
ミ
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、職
員
間
の
連
携
や
課
税
デ
ー
タ
の
確
認
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、納
税
義
務
者
へ
の
周
知
の
有
り

方
等
の
検
討
を
行
う
な
ど
、固
定
資
産
税
の
適
正
課
税
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
政
運
営
の
所
信

　
さ
て
、私
の
市
政
運
営
の
所
信
と
当
初
予
算
の
概
要
並
び

に
主
要
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
述
べ
、議
員
各

位
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
人
口
減
少
時
代
と
な
り
、か
つ
て
の
右
肩
上
が

り
の
経
済
を
前
提
と
し
た
行
政
経
営
が
極
め
て
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続

い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、日
本
銀
行
は
さ
ら
な

る
金
融
緩
和
策
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
導
入
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
４
月
か
ら
は
消
費
税
率
が
条
件
付
き
で
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、景
気
回
復

の
動
向
が
注
視
さ
れ
る
中
、貧
困
の
連
鎖
や
所
得
格
差
の
拡

大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、新
た
に
地
方
に
元
気
を
取
り
戻
し
、国
全
体

の
活
力
を
上
げ
る
た
め
に
、地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
は
、「
静
か
な
る
危
機
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

日
々
の
生
活
に
お
い
て
は
実
感
し
づ
ら
い
も
の
で
す
。し
か

し
な
が
ら
、こ
の
ま
ま
人
口
が
減
少
し
て
い
け
ば
、労
働
力
人

口
の
減
少
や
消
費
市
場
の
縮
小
を
引
き
起
こ
し
、地
方
の
経

済
規
模
が
減
退
す
る
。そ
の
こ
と
が
社
会
生
活
サ
ー
ビ
ス
の

平
成
28
年
3
月
市
議
会
定
例
会

（
要
旨
）上

　

市

長

施

政

方

針
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ま
た
、計
画
で
お
示
し
し
た
と
お
り
、各
産
業
分
野
の
地
力

を
高
め
な
が
ら
、産
業
間
連
携
に
よ
り
新
た
な
付
加
価
値
を

生
み
出
し
、市
外
へ
発
信
・
販
売
し
て
い
く
こ
と
が
産
業
振
興

の
基
本
戦
略
で
あ
り
、産
業
間
連
携
の
接
着
剤
と
な
り
発
信
・

販
売
の
け
ん
引
役
と
な
る
の
が
、商
工
業
、観
光
で
す
。

　
一
次
産
品
を
活
か
し
た
商
品
開
発
や
外
商
活
動
も
活
発
に

な
っ
て
き
て
お
り
、地
元
の
農
産
物
な
ど
を
使
っ
た
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
の
開
発
と
販
売
の
開
始
、民
間
事
業
者
や
生
産
者
が

連
携
し
た
加
工
品
開
発
や
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、市

内
の
食
品
加
工
業
者
な
ど
に
よ
る
外
商
活
動
に
取
り
組
む

「
地
域
商
品
研
究
会
」の
設
立
、さ
ら
に
は
、幡
多
地
域
の
市
町

村
や
事
業
者
が
連
携
し
て
県
外
で
の
フ
ェ
ア
開
催
や
バ
イ

ヤ
ー
の
招
致
等
を
推
進
す
る
組
織
体
制
の
構
築
と
い
っ
た
、

新
た
な
動
き
も
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、３
月
31
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
す
る
道
の
駅「
よ
っ
て

西
土
佐
」に
お
い
て
も
、運
営
を
担
う
株
式
会
社
西
土
佐
ふ
る

さ
と
市
が
、地
域
資
源
の
発
掘
か
ら
販
路
開
拓
、販
売
ま
で
、

低
下
を
招
き
、更
な
る
人
口
流
出
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
悪

循
環
と
な
り
、ま
ち
が
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
市
長
就
任
以
来
、若
者
を
始
め
市
民
一
人
ひ
と
り
が

住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、ま
ず
は
、産
業
を
振
興
し
雇
用
の
場
を
つ
く
る
こ
と
を
最

優
先
課
題
と
し
、昨
年
３
月
に「
産
業
振
興
計
画
」を
策
定
し
、

10
月
に
策
定
し
た「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

お
い
て
も
主
要
な
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
実
行
の
初
年
度
と
し
て
、民
間
企
業
の
努
力
は

も
と
よ
り
、行
政
と
し
ま
し
て
も
企
業
誘
致
型
の
戦
略
は
引

き
続
き
尽
力
し
つ
つ
も
、地
域
内
の
資
源
を
活
用
し
た
産
業

振
興
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ぶ
し
ゅ
か
ん
や
栗
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
や
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
と

い
っ
た
本
市
の
独
自
性
を
発
揮
で
き
る
一
次
産
品
の
産
地
化

や
産
地
再
生
を
進
め
る
中
、来
年
度
は
、収
穫
量
の
減
少
が
著

し
い
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
高
知
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
研
究
段
階
か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、浮
か
し
網

養
殖
に
よ
る
生
産
量
の
安
定
化
に
も
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
・
高
知
大
学
が
連
携
し
て
調
査
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、自
然
栽
培
事
業
へ
支
援
を
行
う
こ
と
で
、養
殖
技

術
の
確
立
と
高
度
化
に
取
り
組
み
、効
果
的
な
自
然
栽
培
の

シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
よ
る
増
産
、安
定
供
給
が
達
成
で
き
れ

ば
、大
き
な
雇
用
の
創
出
や
所
得
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、ぶ
し
ゅ
か
ん
の
産
地
化
推
進
で
は
、来
年
度
も
多
く

の
方
々
か
ら
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、引
き

続
き
産
地
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
を
活
用
し
、市
内
外
の
物
産
展
や
百
貨
店
等
で
の
販
売
促

進
活
動
や
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て
発
信
す
る
こ
と
で
、四
万

十
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
四
万
十
農
法
米
も
消
費
者

か
ら
好
評
を
得
て
お
り
、来
年
度
は
栽
培
面
積
を
拡
大
い
た

し
ま
す
。

幅
広
く
対
応
す
る「
地
域
商
社
」と
し
て
、地
域
産
品
の
外
商

や
地
域
情
報
の
発
信
な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
を
担
う

こ
と
で
、よ
り
大
き
な
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
観
光
に
お
い
て
も
外
国
人
観
光
客
も
意
識
し
た
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
環
境
や
観
光
案
内
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の
作
成
と
い
っ
た
受

入
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、体
験
型
観
光
の
新
た

な
メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
や
受
入
拡
大
に
向
け
、今
月
25
日
よ
り
、

幡
多
地
域
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す「
第
12
回
全
国

ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
契
機
に
、気
運
の
醸
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。来
年
度
は
、本
市
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ

る
〝
食
〞
の
掘
り
起
し
に
向
け
、（
仮
称
）「
四
万
十
の
食
研
究

会
」の
立
ち
上
げ
に
よ
る
調
査
・
研
究
や
、周
遊
バ
ス
の
増
便

に
よ
る
二
次
交
通
対
策
を
強
化
し
て
い
く
な
ど
、本
市
に
お

け
る
滞
在
時
間
の
延
長
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
市
独
自
の
対
策
を
講
じ
つ
つ
、高
知
県
・
幡
多

６
市
町
村
が
連
携
の
も
と
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を
担
う

幡
多
広
域
観
光
協
議
会
の
体
制
強
化
や
安
定
的
な
運
営
資
金

の
確
保
を
目
指
す
と
と
も
に
、地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光
地

づ
く
り
や
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
情
報
発
信
等
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、人
口
減
少
を
背
景
と
し
て
、将
来
に
お
け
る
地
域
の

経
済
力
、活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、激
化
す
る
自
治

体
間
競
争
の
中
で
、他
に
は
な
い
四
万
十
市
の
優
位
性
を
発

信
し
、住
民
や
企
業
、各
種
団
体
に「
選
ば
れ
る
地
域
」に
な
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、本
市
の「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」の
本
質
的
な
魅

力
・
独
自
性
を
見
極
め
、各
産
業
分
野
を
つ
な
ぐ
地
域
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
な
ど
に
よ
り
、本
市
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
と
も
に
、地
域
産
品
の
地
産
地

消
、地
産
外
商
や
観
光
客
の
誘
客
、さ
ら
に
は
移
住
促
進
な

ど
、市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、走
り
始
め
た
段
階
に
は
あ
り
ま
す
が
、市
政
の
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た
め
、緊
急
輸
送
道
路
沿
い
の
危
険
性
が
あ
る
建
物
の
耐
震

化
を
促
進
さ
せ
る
市
の
補
助
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　
耐
震
改
修
促
進
法
の
改
正
に
伴
い
、該
当
と
な
る
建
物
の

所
有
者
は
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
耐
震
診
断
の
実
施
と
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、耐
震
診
断
及
び
耐
震

設
計
を
無
料
化
、ま
た
工
事
も
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
１

の
負
担
で
実
施
で
き
る
新
た
な
補
助
制
度
の
創
設
に
よ
り
整

備
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
次
に「
命
を
繋
ぐ
対
策
」と
し
て
、災
害
発
生
時
に
住
民
が

避
難
所
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
指
定
避
難
所
ご
と
に
、運

営
方
法
や
役
割
分
担
な
ど
事
前
に
定
め
る
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
取
り
掛
か
る
。

　
発
災
直
後
に
は
、避
難
所
運
営
に
市
の
職
員
が
携
わ
れ
な

い
可
能
性
が
高
い
こ
と
、ま
た
行
政
主
体
よ
り
も
、住
民
主
体

の
ほ
う
が
円
滑
で
あ
っ
た
と
い
う
阪
神
・
淡
路
や
東
日
本
の

震
災
時
の
教
訓
か
ら
、避
難
所
ご
と
に
自
治
会
、自
主
防
災
組

織
、施
設
管
理
者
等
を
中
心
と
し
た
運
営
組
織
を
立
ち
上
げ
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た
い
。

　
ま
た
、八
束
地
区
で
進
め
て
い
る
防
災
活
動
拠
点
基
地
整

備
に
つ
い
て
は
、今
年
度
に
引
き
続
き
防
災
広
場
の
造
成
工

事
を
行
う
ほ
か
、防
災
活
動
拠
点
施
設
の
設
計
及
び
ヘ
リ

ポ
ー
ト
、市
道
、耐
震
性
給
水
施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
る
。な
お
、防
災
活
動
拠
点
施
設
並
び
に
八
束
保
育
所
の

建
設
に
つ
い
て
は
、今
年
度
、国
費
の
配
分
額
が
不
足
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、予
定
よ
り
１
年
遅
れ
の
平
成
29
年
度
に
な

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て
。

　
伊
方
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
ま
で
に
避
難
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、庁
内
関
係
課
と
の
勉
強
会
を
行
う
一
方
、同
じ
く

50
㎞
圏
に
位
置
す
る
梼
原
町
や
高
知
県
と
の
協
議
を
重
ね
て

い
る
。伊
方
原
発
の
再
稼
働
は
４
月
以
降
の
見
通
し
だ
が
、計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
課
題
整
理
を
早
急
に
進
め
、な
る
べ

く
早
い
時
期
に
策
定
、公
表
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
関
係
機

最
優
先
課
題
で
あ
る
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出
に
向
け
、今

後
と
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、議
員
各
位
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
予
算
概
要
　

　
予
算
概
要
に
つ
い
て
は
、こ
こ
で
は
割
愛
し
、８
・
９
ペ
ー

ジ
に
詳
し
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
、産
業
分
野
以
外
に
お
け
る
主
な
事
業
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
地
震
・
津
波
対
策
　

　
ま
ず
、「
命
を
守
る
対
策
」と
し
て
は
、建
物
の
耐
震
化
が
急

務
で
、各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
や
建
築
士
の
方
々
の
ご
協

力
の
も
と
、今
年
度
か
ら
３
ヶ
年
を
か
け
市
内
全
域
を
対
象

に
、戸
別
訪
問
に
よ
り
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
転
倒
防
止
対

策
等
の
必
要
性
、補
助
制
度
の
概
要
を
直
に
伝
え
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
、昨
年
度
と
比
較
し
て
申
請
希
望
件
数
で
耐
震

診
断
は
約
２･

４
倍
、家
具
転
倒
防
止
対
策
の
実
施
件
数
も
約

２･

２
倍
と
成
果
が
出
始
め
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
を
次
に
つ
な
げ
る
た
め
、来
年
度
は
新
た
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

　
住
宅
の
耐
震
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
一
つ
の
要
因
と

し
て
、耐
震
設
計
費
用
に
係
る
自
己
負
担
が
挙
げ
ら
れ
、補
助

上
限
額
を
拡
充
の
う
え
、現
行
制
度
で
は
上
限
額
の
３
分
の

１
に
相
当
す
る
自
己
負
担
分
、約
12
万
円
を
当
面
３
年
間
上

乗
せ
補
助
す
る
こ
と
と
し
、自
己
負
担
を
実
質
無
料
化
す
る
。

　
同
じ
く
新
た
な
対
策
と
し
て
、震
災
時
に
緊
急
輸
送
道
路
、

つ
ま
り
は
、住
民
の
避
難
や
緊
急
車
両
の
通
行
、ま
た
支
援
物

資
の
輸
送
等
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
道
路
の
機
能
確
保
の

関
と
協
力
し
て
い
く
。

　
水
道
未
普
及
地
の
解
消
及
び
水
道
施

　
設
の
耐
震
化

　
水
道
未
普
及
地
で
あ
る
後
川
地
区
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

岩
田
簡
易
水
道
の
飛
地
と
し
て
、平
成
25
年
度
よ
り
整
備
を

進
め
て
お
り
、来
年
度
中
の
完
成
を
予
定
し
、ま
た
、佐
田
今

成
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
よ
り
佐
田
簡
易
水
道
の

拡
張
工
事
を
行
っ
て
お
り
、平
成
29
年
度
の
完
成
を
目
指
し

取
組
ん
で
い
く
。

　
さ
ら
に
、蕨
岡
地
区
に
つ
て
も
、来
年
度
よ
り
本
格
的
な
工

事
を
行
い
、平
成
32
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
一
方
、地
震
対
策
と
し
て
は
、管
路
の
耐
震
管
へ
の
布
設
替

え
を
順
次
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、来
年
度
か
ら
は
基
幹

管
路
の
中
で
も
口
径
の
大
き
い
メ
イ
ン
管
の
布
設
替
え
を
重

点
的
に
行
っ
て
い
く
。

次
号
で
市
長
施
政
方
針（
要
旨
）下
を
掲
載
し
ま
す
。
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皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
下
水
道
区

域
拡
張
工
事
等
に
よ
り
、次
の
区
域
で
本
年
４
月
１

日
か
ら
下
水
道
を
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
右
山
地
区（
一
部
）

☆
右
山
元
町（
一
部
）

　
な
お
区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
上
下
水
道
課
に
お

い
て
縦
覧
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
9

公
共
下
水
道
事
業

平
成
28
年
度
供
用
開
始
区
域

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

　
市
で
は
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、合
併
浄

化
槽
の
設
置
に
つ
き
、一
律
30
万
円
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
補
助
の
受
付
は
先
着
順
で
、
受
付
開
始
日
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
掲
示
板
に
て
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

　
補
助
に
つ
い
て
の
条
件
や
手
続
き
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
　
☎（
３
４
）６
１
２
９

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　
地
域
振
興
係

　
　
☎（
５
２
）１
１
１
１

　4月1日から水道料金を20％増額改定します。
　生活に必要不可欠なライフライン維持のため、ご理解ご協
力をお願いします。

　2月号の広報でもお知らせしていますが、老朽化している
水道施設の更新や耐震化などの整備を子どもや孫の代まで
先送りすることなく確実に実施し、水道を安定的に供給する
ため、外部審議会などによる慎重な審議を経て、現行の水道
料金の基本料金と超過料金を一律20％増額改定することに
なりました。

　一般的な家庭の場合（口径13㎜使用水量20㎥と仮定）消費税別で月額1,810円が2,172円
となり362円の負担増となります。

　【上記の計算例】（消費税別）

　（現　行）　基本料金10㎥まで（810円）＋超過料金（100円×10㎥）＝1,810円
　（改定後）　基本料金10㎥まで（972円）＋超過料金（120円×10㎥）＝2,172円

　改定時期は、平成28年4月から水道を利用する場合は4月検針分から、以前より水道を利用している場
合は、5月検針分からの改定となります。

水道料金の改定について

【問い合わせ先】　（市）上下水道課　☎（34）1711

口径別基本料金（10㎥まで） 超過料金
（1㎥当たり）基本料金

810円
840円
890円
1,420円
1,540円
2,810円
3,250円
3,600円

100円
〃

140円
〃
〃
〃
〃
〃

メーター口径
13mm
20mm
25mm
30mm
40mm
50mm
75mm
100mm

（現行）　　　　　　　　　　　　　消費税別

口径別基本料金（10㎥まで） 超過料金
（1㎥当たり）基本料金

972円
1,008円
1,068円
1,704円
1,848円
3,372円
3,900円
4,320円

120円
〃

168円
〃
〃
〃
〃
〃

メーター口径
13mm
20mm
25mm
30mm
40mm
50mm
75mm
100mm

（改定後）　　　　　　　　　　　　消費税別

20％改定

＊上記料金表により算出した額に消費税分を乗じて
　得た額が水道料金となります。
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■創業支援事業
　同計画に基づき平成27～29年度にかけて、四万十市と中村商

工会議所、四万十市西土佐商工会が連携して次のような事業を

行っていきます。

　※中村商工会議所主催の創業支援セミナーの日程は、決まり次第広報、四万十市ホームページでお知

　　らせします。

　四万十市は創業支援事業者との支援体制を整備し、さらなる連携強化を図るため、平成26年1月に施
行された産業競争力強化法に基づき、「四万十市創業支援事業計画」を策定しました。
　同計画により、四万十市で創業する人を支援し、年間10件以上の創業の実現を目指します。今後、さま
ざまな創業支援のための事業を実施しますので、起業や創業をお考えの人はご活用ください。

■特定創業支援事業
　特定創業支援事業とは、経営、財務、人材育成、販路開拓等の知識習得を目的として継続的に行う支援

（1カ月以上にわたり、4回以上の支援）であり、本市においては中村商工会議所、四万十市西土佐商工会

が実施している創業相談事業が該当します。

　特定創業支援事業の適用を受けますと、株式会社設立時の登録免許税軽減、創業関連保証の限度額の

拡張などの制度支援が受けられます。

　※制度の適用にあたっては市が交付する特定創業支援事業による支援を受けたことの証明書が必要

　　となります。

起業や創業をお考えの皆さまへ

創業支援事業をご利用ください

【問い合わせ先】
（本　　庁）観光商工課　　☎（34）1126　E-mail：syoukou@city.shimanto.lg.jp
（総合支所）産業建設課　　☎（52）1111　E-mail：n-sangyou@city.shimanto.lg.jp

創業支援事業

ワンストップ
相談窓口

四万十市空き
店舗補助事業

創業相談事業

創業支援セミナー

実施主体

四万十市

四万十市

中村商工会議所
四万十市西土佐商工会

中村商工会議所

内　容

創業者または創業を目指す方の各種相談に応じ
ます。

商店街区域内で、かつ3カ月以上空き店舗状態が
継続しているテナントに出店する場合、市が補助
（補助率1/4、補助限度額37.5万）を実施します。　
※その他要件有

創業者または創業を目指す方の課題や悩みに対
し、相談や指導を行います。

創業後の事業が円滑に進むよう講師を招き、経
営、財務、人材育成、販路開拓等の創業に必要な
テーマに関してのセミナーを行います。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
と
は
、商
業
者
の
育
成
、商
店
街
内
の
空
き

店
舗
の
活
用
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。初
め
て
お
店
を
も
た
れ
よ
う
と
思
わ

れ
て
い
る
方
や
、現
在
の
お
店
の
業
態
・
業
種
の
変
更
を
考
え
て
い
る
方
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
期
間（
６
〜
12
カ
月【
最
長
】）を
設
け
出
店
す
る

こ
と
で
、経
営
の
勉
強
や
経
験
を
積
み
、将
来
の
新
規
開
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
た
だ
く
事
業
で
す
。

　『
ち
ゃ
れ
ん
じ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
　
Ｔ
Ｊ
Ｂ
』で
は
、現
在
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
の
募
集
区
画
は
Ａ
区
画
お
よ
び
C
区
画（
区
画

面
積
と
し
て
は
約
７
坪
程
度
）で
す
。出
店
費
用
と
し
て
は
、月
額
１
万
円
以

内（
水
道
光
熱
費
・
宣
伝
活
動
費
含
む
）と
大
変

お
手
軽
に
出
店
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
募
集
要
項
は
、

　
●
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
卒
業
後
、商
店
街
に
新

　
　
規
開
業
す
る
意
欲
の
あ
る
方

　
●
原
則
と
し
て
小
売
業
を
行
わ
れ
る
方

　
興
味
の
あ
る
方
は
、お
気
軽
に
左
記
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合

　（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

　
　
T
J
B
事
務
局
）

　
☎（
3
5
）2
0
1
9

　
10
時
〜
19
時

　（
定
休
日

：
水
）

天
神
橋
商
店
街

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
T
J
B
」
へ

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か

天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
側

農
地
の
貸
し
借
り
に
伴
う

　
　
　
賃
借
料
の
お
知
ら
せ

　
農
地
の
貸
し
借
り
を
し
よ
う
と
す
る
方
へ
賃
借
料

の
参
考
に
な
る
よ
う
、平
成
27
年
１
月
〜
12
月
ま
で
に

締
結（
公
告
）さ
れ
た
賃
貸
借（
利
用
権
設
定
）の
賃
借

料（
10
ａ
当
た
り
）の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【備考】賃借料をコメで物納している場合は、60㎏当たり10,800円（幡多地域コシヒカリー等　
平成27年8月第2週JA出荷単価、12月精算金含む）に換算しています。
　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。

【問い合わせ先】（市）農林課農地管理係（農業委員会事務局）　 ☎（34）1521　

市全域
基盤整備済み農地（40筆）

基盤整備未実施農地（53筆）

平均額

10,600

10,300

最高額

10,800

10,800

最低額

5,400

5,300

■田  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円/10a）

市全域

締結（公告）された地域

基盤整備済み農地（15筆）

基盤整備未実施農地（29筆）

平均額

21,300

14,800

最高額

30,000

51,900

最低額

10,800

10,600

■畑  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円/10a）

締結（公告）された地域

★農地の賃借料（平成27年1月～12月）

農
地
の
移
転
や
転
用
等
に
は

　
　
　
手
続
き
が
必
要
で
す

　
農
地
に
関
す
る
所
有
権
の
移
転
・
貸
借
に
は
農
地
法
第

3
条
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。ま
た
、農
地
の
転
用（
宅
地

化
な
ど
）に
つ
い
て
は
農
地
法
第
4
条
・
5
条
申
請
が
必
要

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
申
請
の
締
切
日
と
農
業
委
員
会
総
会
開
催
予

定
日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　（
総
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
）

■
詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　http://w
w
w
.city.shim

anto.jp/gyosei/nougyou/index.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）農
林
水
産
課 

農
地
管
理
係（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

　
☎（
３
４
）１
５
２
１

申請締切日

20日(水)

20日(金)

20日(月)

20日(水)

22日(月)

20日(火)

20日(木)

15日(火)

20日(火)

20日(金)

20日(月)

21日(火)

6日（水）

6日（金）

7日（火）

5日（火）

5日（金）

6日（火）

5日（水）

7日（月）

11月28(月）

5日（木）

7日（火）

7日（火）

28年4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

29年1月

2月

3月

総会開催日

C区画 A区画

共有
スペース
共有
スペース

B区画
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ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
顕
著
な
功
績
を
あ

げ
た
市
民
を
表
彰
す
る
第
11
回
四
万
十
市
ス

ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
、３
月
６
日（
日
）に
市
立
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
者
や
推
せ

ん
者
、保
護
者
ら
約
１
６
０
人
が
出
席
し
、優
秀

賞
個
人
44
人
、優
秀
賞
団
体
７
団
体
、特
別
賞
２

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
平
成
27
年
度
中
四
国
高

等
学
校
馬
術
競
技
大
会
で
優
勝
し
た
高
知
県
立

幡
多
農
業
高
等
学
校
馬
術
部
の
佐
竹
胡
桃
さ
ん

か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

障
害
者

グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

第
11
回

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
式

優秀賞（個人）

氏名

山﨑　弥桜

森　　新花

山本　菜々彩

福田　琴子

新谷　咲良

宮地　愛

久保田　陽月

坂井　祐太

上岡　美月

中屋　李香

新谷　晏菜

深原　大誠

山﨑　一葉

中脇　成哉

亀井　瞭

淺利　玖朗人

福本　悠人

西原　琳

北川　正

山﨑　由依

秋田　裕希乃

弘田　真一

中野　仁理

秋田　早央里

佐井　智寛

岡上　天真

岡本　流布

平野　文苗

三石　彩恵

野浪　悠馬

石本　天真

谷本　容堂

宮﨑　美奈代

松岡　幸士郎

矢野　大輔

新谷　友徠

長者　日和

川村　菜月

影山　星七

江口　幸希

松岡　峻也

井上　菜々

谷山　夏美

佐竹　胡桃

種目

水泳

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

陸上

〃

〃

〃

〃

〃

〃

柔道

〃

〃

〃

〃

〃

カヌー

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

アームレスリング

ソフトテニス

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

馬術

所属等

東山小4年　ＩＳＣ

東山小4年　ＩＳＣ

具同小4年　ＩＳＣ

中村南小5年　ＩＳＣ

中村南小5年　中村スイミングクラブ

中村南小5年　中村スイミングクラブ

具同小6年　ＩＳＣ

中村小6年　中村スイミングクラブ

中村西中1年　ＩＳＣ

県立中村中1年　ＩＳＣ

中村中3年　ＩＳＣ

中村高1年　ＩＳＣ

中筋小6年　宿毛 J A C

中筋中3年

県立中村中3年

幡多農高1年

幡多農高2年

中村高3年

四万十市商業協同組合　一般

中村小5年

中村小6年

県立中村中2年

中村中2年

中村中３年

中村高2年

中村高西土佐分校1年

中村高西土佐分校1年

中村高西土佐分校1年

中村高西土佐分校1年

中村高西土佐分校2年

中村高西土佐分校2年

中村高西土佐分校2年

中村高西土佐分校2年

中村高西土佐分校3年

土佐荒腕一家幡多支部　一般

具同小4年

具同小5年

具同小5年

具同小6年

東中筋中2年

東中筋中2年

東中筋中3年

東中筋中3年

幡多農高3年

優秀賞（団体）

特別賞（個人）

団体名

中村中学校　柔道部女子

中村ジュニアバレーボールクラブ

中村中学校　女子バレーボール部

東中筋中学校　男子ソフトテニス部

東中筋中学校　女子ソフトテニス部

幡多農業高校　女子ソフトテニス部

幡多農業高校　馬術部

代表者・主将

秋田　早央里

奥村　優心

森下　裕々

山本　泰雅

井上　菜々

佐竹　生和

佐竹　胡桃

人数

3人

15人

7人

18人

13人

13人

13人

氏名

池本　愛

森本　紗和

種目

陸上

〃

所属等

立命館大学3年

山田高3年

　
２
月
24
日（
水
）、第
11
回
四
万
十

市
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
、安
並
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。当
日
は
20
人
の
選
手
が
参
加

し
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
白
熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、健
康
づ
く
り
と
親

睦
を
目
的
と
し
て
お
り
、成
績
優
秀

者
へ
の
記
念
品
ほ
か
、ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
も
準
備
さ

れ
、参
加
者
に
と
っ
て
楽
し
い
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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★
休
館
日
の
案
内
★

一
般
書

4 184冊

児
童
書  

え
ほ
ん

/

居酒屋ぼったくり　5

岳飛伝　16

恭一郎と七人の叔母

四国八十八カ所をあるく  

邪眼

すごい家事  

マリコ、炎上

虫たちと作った世界に一つだけのレモン

秋川　滝美

北方　謙三

小路　幸也

JTBパブリッシング　

ジョイス・キャロル・オーツ

松橋 周太呂

林　真理子

河合　浩樹

あかいかばんのひみつ  

おじいちゃんのゆめのしま  

黄砂にいどむ  

そっと 

テオの「ありがとう」ノート  

はいくしょうてんがい

まーだだよ  

ミクロワールド大図鑑　3 　昆虫

フレヤ・ブラックウッド

ベンジー・デイヴィス

高橋　秀雄

まるやま　あやこ

クロディーヌ・ル・グイック=プリエト

苅田　澄子

ひろかわ　さえこ

宮澤　七郎

こ
ど
も
の
読
書
週
間（
4
／
23
〜
5
／
10
）図
書
館
イ
ベ
ン
ト
♪

市
立
図
書
館
　
本
館

　「
き
い
て
た
の
し
む
　
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
　
工
作
教
室
」

　
日
時
　
5
月
5
日（
木
）10
時
〜
12
時

　
場
所
　
市
立
図
書
館（
市
役
所
2
階
）

　
内
容
　
た
の
し
い
　
お
は
な
し
会

　
　
　
　
や
じ
ろ
べ
え
工
作
教
室（
親
子
15
組
先
着
順
）

　
申
込
先
　
☎（
3
5
）2
9
2
3
ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で

市
立
図
書
館
　
西
土
佐
分
館

　「
本
は
き
み
の
せ
か
い
ち
ず
　
こ
い
の
ぼ
り
に
の
っ
て
空
の
た
び
」

　
〜
ワ
ク
ワ
ク
、ド
キ
ド
キ
の
絵
本
が
い
っ
ぱ
い
！
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
ね
〜

　
日
時
　
5
月
8
日（
日
）10
時
30
分
〜
12
時

　
場
所
　
市
立
図
書
館
西
土
佐
分
館

　
内
容
　
お
は
な
し
会（
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
・
か
み
し
ば
い
）

　
　
　
　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
工
作「
と
っ
て
も
か
ん
た
ん
！
こ
い
の
ぼ
り
」

　
申
込
先
　
☎（
5
2
）1
1
1
1
ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で

4
月
23
日
か
ら「
し
か
け
絵
本
の
展
示
」（
本
館
・
西
土
佐
分
館
と
も
）

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

開館時間　9：00～19：00
4
平成28年

April

新着おすすめ8+8

４
月
29
日（
金
）館
内
整
理
日

　
具
同
小
学
校
敷
地
内
に
新
し
い
給
食

セ
ン
タ
ー「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
ぐ
ど
う
」

が
完
成
し
、４
月
か
ら
中
村
地
域
の
市

立
中
学
校
で
給
食
を
開
始
し
ま
す
。市

内
の
小
学
校
お
よ
び
西
土
佐
中
学
校
で

は
す
で
に
給
食
を
実
施
し
て
お
り
、こ

れ
で
市
立
小
中
学
校
の
全
校
で
学
校
給

食
が
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
は
昼
食
の
提
供
の
み
な
ら

ず
、「
食
」に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
育

む『
食
育
』を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
四
万
十
市
の『
食
育
』を
よ

り
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
使
用
食
材
に
つ
い
て

　
四
万
十
市
の
学
校
給
食
で
は
、安
全
・

安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
産
地
消
の
推
進
、無
農
薬
・
減
農

薬
食
材
の
優
先
的
使
用
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■
給
食
費
に
つ
い
て

　
給
食
費
は
小
学
校
児
童
は
月
額
４
５

０
０
円（
１
食
あ
た
り
２
６
０
円
）、中

学
校
生
徒
は
月
額
５
０
０
０
円（
１
食

あ
た
り
２
９
０
円
）で
、５
月
か
ら
３
月

の
毎
月
月
末
に
口
座
引
落
に
よ
り
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
年
度
末
に
実
食

数
に
応
じ
て
精
算
を
し
ま
す
）

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
納
付
し
て
い

た
だ
い
た
給
食
費
は
材
料
費
に
充
て
て

お
り
、調
理
や
施
設
維
持
等
に
か
か
る

経
費
は
市
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
学
校
給
食
の
適
正
な
運
営
の
た
め
、

給
食
費
の
適
正
な
納
付
に
つ
い
て
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
ひ
が
し
や
ま

　
☎（
3
1
）0
9
9
0

　
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
な
か
む
ら
み
な
み

　
☎（
3
5
）1
3
3
0

中
村
地
域
の
市
立
中
学
校
で
給
食
開
始

中
村
地
域
の
市
立
中
学
校
で
給
食
開
始

中
村
地
域
の
市
立
中
学
校
で
給
食
開
始

市教委だより

スクールミールぐどう
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41年に1度は健診を

胸部レントゲン（肺がん検診）
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
離乳食相談
出張健康相談
3歳児健診
乳児、1歳6カ月児、3歳児健診
献血
献血
献血
定例健康相談
乳児健診
ぴよっこクラブ（親子の集い）
胸部レントゲン（肺がん検診）
1歳9カ月児健診
定例健康相談
胸部レントゲン（肺がん検診）

東中筋・中筋地区（巡回）
健康管理センター
健康管理センター
健康管理センター
JA高知はた西土佐支所
健康管理センター
西土佐保健センター
フジグラン四万十店
幡多土木事務所
市民病院（健康管理センター）
西土佐総合支所
健康管理センター
西土佐保健センター
八束地区（巡回）
健康管理センター
西土佐総合支所
東山地区(巡回)

東中筋・中筋地区

八束地区

東山地区

個別通知
 9：30～11：00、13：15～14：30
9：30～11：00
13：15～14：30 
9：00～11：00
12：50～13：30
受付 13：30～
11：30～17：00
9：00～11：00
13：00～16：00
9：00～11：00
12:50～13:30
9：30～11：30
個別通知

12：50～13：30
9：00～11：00
個別通知

11日(月)

12日(火)

13日(水)

14日(木)

15日(金)

18日(月)
20日(水)
21日(木)

22日(金)

2日(月)
9日(月)

時間

5月

4月

事業名 該当地区月日 場所

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課0(34)1115　（総合支所）保健課0(52)1132

※4月10日（日）までの計画については、広報四万十3月号に掲載しています。

　
市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、保
険
適
用
外
の
は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ

サ
ー
ジ
等
施
術
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。４
月
か
ら
、助
成
の

名
称
と
助
成
額
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
名
称（
変
更
）

　
あ
ん
摩
、マ
ッ
サ
ー
ジ
若
し
く
は
指
圧
、

　
は
り
又
は
き
ゅ
う
の
施
術
費
助
成

　（
変
更
前
の
名
称

　
は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
施
術
費
助
成
）

■
対
象
者

　
満
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
身
体
障
害
者

　
手
帳（
１
級
ま
た
は
２
級
）を
有
す
る
人

■
助
成
額（
変
更
）

　
１
回
当
り
の
施
術
料
金
の
半
額
、
た
だ
し
１
０
０
０
円
を
上
限

　
と
し
、
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
る
。年
度
内
12
回
以
内
。

　（
変
更
前
の
助
成
額
　
１
回
当
た
り
１
０
０
０
円
、年
度
内
12
回

　
以
内
）

■
申
請
方
法

　
　
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、事
前
に
発
行
す
る
施
術
券
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
。

　
　
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）お
よ
び
印
鑑
を
ご

　
持
参
の
う
え
、左
記
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。代
理
の
方
が

　
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
健
康
増
進
係
　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

　
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
や
地
域

の
皆
さ
ん
が
、日
々
の
介
護
の
こ
と
や

自
分
自
身
の
こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
、

気
持
ち
が「
ほ
っ
と
」温
か
く
な
る
よ

う
な
交
流
の
場
と
し
て
月
一
回
開
催

し
ま
す
。

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
カ
フ
ェ
の
雰
囲

気
の
中
で
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
、

色
々
な
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
認
知
症
の
ご
本
人
、介
護
さ
れ
て
い

る
ご
家
族
、認
知
症
や
介
護
に
関
心
の

あ
る
方
な
ど
、喫
茶
店
に
寄
る
よ
う
な

感
覚
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
４
月
16
日（
土
）　
10
時
〜
15
時

　※

毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

場
　
所

　
共
同
作
業
所
ほ
っ
と
ハ
ー
ト

　（
中
村
東
町
１
丁
目
５-

22
）

参
加
費

　
2
0
0
円（
飲
み
物
、お
菓
子
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
共
同
作
業
所
ほ
っ
と
ハ
ー
ト（
谷
）

　
　
☎（
3
4
）2
3
7
3

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局（
松
岡
）

　
　
☎（
3
4
）4
5
2
8

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ

た
ん
ぽ
ぽ
の
ご
案
内

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ

た
ん
ぽ
ぽ
の
ご
案
内
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市
で
は
、市
民
の
く
も
膜
下
出
血
や
脳
梗
塞
と
い
っ
た
脳
卒
中
の

疾
病
予
防
と
早
期
発
見
、早
期
治
療
を
促
進
し
、健
康
管
理
意
識
の

向
上
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。事
業
の
見
直
し
を
行
い
、本
年
度
よ
り
対
象
者
や

助
成
金
額
等
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
で
40
歳
以
上
の
人

　※

た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外

　
①
脳
血
管
疾
患
で
治
療
中
ま
た
は
過
去
に
治
療
を
受
け
た
こ
と

　
　
が
あ
る
人

　
②
本
年
度
に
生
活
習
慣
病
予
防
に
関
す
る
健
康
診
査（
特
定
健
診

　
　
な
ど
）を
受
診
す
る
予
定
の
な
い
人

　
③
本
年
度
職
場
等
で
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
費
用
の
助
成
を
受
け
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
人

■
対
象
人
数〔
ど
ち
ら
か
一
方
の
申
込
が
で
き
ま
す
〕

　
○
市
民
病
院
で
の
受
診（
2
0
0
人
）

　
○
市
民
病
院
以
外
で
の
受
診（
20
人
）

※

新
た
に
市
民
病
院
以
外
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※

申
込
者
が
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、過
去
に
市
の
脳
ド
ッ
ク
検
診

　
費
用
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
を
優
先
と
し
、抽
選
に
て
助

　
成
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。（
抽
選
結
果
は
後
日
個
別
通
知
）

■
助
成
金
額

　
検
診
費
用
の
７
割（
1
万
7
5
0
0
円
を
限
度
）

※

対
象
人
数
増
員
の
た
め
、昨
年
度
と
比
べ
助
成
金
額
が
減
額
と
な

　
り
ま
し
た
。

■
申
込
期
間

　
４
月
11
日（
月
）〜
22
日（
金
）※

土
日
除
く

■
申
込
方
法

　
窓
口
・
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）お
よ
び
電
話

　
市
で
は
子
ど
も
さ
ん
を
望
ん
で
い

る
ご
夫
婦
に
対
し
て
保
険
適
用
と
な

る
不
妊
治
療
費
お
よ
び
人
工
授
精
に

要
し
た
費
用
を
助
成
す
る
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、助
成
制
度
を

拡
充
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

助
成
金
額
の
年
間
限
度
額

　
５
万
円（
変
更
前：

３
万
円
）

助
成
対
象
者

　
子
ど
も
さ
ん
を
望
む
ご
夫
婦(

第
２

　
子
以
降
で
も
可)

　（
変
更
前：

第
１
子
を
望
ま
れ
る
ご

　
夫
婦
の
み
）

　
そ
の
ほ
か
は
従
来
の
助
成
用
件
を

満
た
す
方
に
な
り
ま
す
の
で
詳
し
い

点
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）福
祉
事
務
所
　
家
庭
福
祉
係

　
☎（
3
4
）1
8
0
1

　
　
　
　
　
　
　

　※

申
請
書
は
申
込
開
始
日
か
ら
下
記
に
置
い
て
い
ま
す
。

　※

電
話
で
の
申
し
込
み
の
場
合
は
仮
受
付
と
な
る
た
め
、助
成
対

　
　
象
者
の
決
定
後
に
改
め
て
書
面
に
よ
る
申
請
手
続
き
が
必
要

　
　
と
な
り
ま
す
。

【
市
民
病
院
で
の
受
診
】

　
・
検
診
費
用

　
　
２
万
5
7
1
0
円（
自
己
負
担
金
8
2
1
0
円
）

　
・
検
査
内
容

　
　
問
診
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
、Ｍ
Ｒ
Ａ
、頚
動
脈
エ
コ
ー（
50
歳
以
上
の
人
に

　
　
は
、早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
簡
易
判
定
も
右
記
費

　
　
用
内
で
実
施
）

　
・
実
施
時
期

　
　
５
月
中
旬
頃
〜
平
成
29
年
３
月

　
　
午
後
を
予
定（
金
曜
日
を
除
く
）

　
　
市
民
病
院
か
ら
個
別
に
受
診
日
を
連
絡
し
ま
す
。

【
市
民
病
院
以
外
で
の
受
診
】

　
・
受
診
医
療
機
関
等

　
　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、Ｍ
Ｒ
Ａ
を
含
む
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
実
施
し
て
い
る
医

　
　
療
機
関
等（
県
内
外
問
わ
ず
）に
各
自
で
予
約
し
、受
診
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。

　
・
検
診
費
用

　
　
医
療
機
関
お
よ
び
検
査
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。検
診
費
用
は

　
　
一
度
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、後
日
市
へ
助
成
金
の
申
請
を
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。助
成
金
の
申
請
は
平
成
28
年
度
中
に
限
り
ま
す
。

　
・
実
施
時
期
　
受
診
券
交
付
後
〜
平
成
29
年
３
月

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
健
康
増
進
係
　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
3
2
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　「
仮
徴
収
」と
は
、世
帯
主
が
受
給
す
る
4
月
・
6
月
・
8
月
の
年
金
か
ら
、あ
ら
か
じ
め

天
引
き
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

■
仮
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、加
入
者
全
員
が
4
月
1
日
時
点
で

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
り
、次
の
4
項
目
全
て
に
該
当
す
る
場
合
。

た
だ
し
、世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
は
除
き
ま
す
。

　（
１
）世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る

　（
２
）世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対
象
者
で
あ
る

　（
３
）国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
2
分
の
1
を
超
え
な
い

　（
４
）口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し
て
い
な
い

　
◆
新
た
に
平
成
28
年
度
よ
り
仮
徴
収
と
な
る
人
へ
　

　
　
前
年
度
国
保
税
額
の
6
分
の
1
を
、1
回
あ
た
り
の
額
と
し
て
仮
徴
収
し

　
ま
す
。新
規
の
対
象
者
に
は
、3
月
下
旬
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
送
付

　
し
て
い
ま
す
。

　
◆
す
で
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
へ

　
　
原
則
と
し
て
、平
成
28
年
2
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
し
た
税
額
と
同
額
を
、

　
1
回
あ
た
り
の
額
と
し
て
仮
徴
収
し
ま
す
。

　
　
な
お
、四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
税
は
毎
年
7
月
に
決
定
す
る
の
で
、新

　
年
度
の
決
定
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
残
り
の
税
額
を
、
10
月
・

　
12
月
・
翌
年
2
月
の
3
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き（
本
徴
収
）し
ま
す
。

※「
年
金
天
引
き
」と「
口
座
振
替
」を
選
択
で
き
ま
す

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
中
止
し
て
口
座
振
替
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）税
務
課 

市
民
税
係
 

☎（
３
４
）１
１
１
２

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
 

☎（
５
２
）１
１
１
１

　介護保険制度改正に伴う「四万十市在宅介護手当の支給に関する条例」の一部改正により、平成28年4月1日

から支給要件が次のように変わります。

【改正内容】

　これまでの介護手当は、在宅で介護されている「要介護3～5」の方が一定の介護サービスを利用していても

支給要件としていましたが、制度改正により「介護サービスを利用していないことが支給要件」となりました。

そのまま適用すると対象者が激減することから、市として在宅での介護支援を停滞させないために、「要介護

3」のみの見直しを行い、「要介護4・5」の要介護者については、これまでどおりの基準で支給対象としました。

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課 ☎（34）1165　（総合支所）保健課 ☎（52）1132

平
成
28
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
が

年
金
か
ら
「
仮
徴
収
」
さ
れ
ま
す

① 市内に住所がある人。

② 介護者および要介護者に介護保険料の滞納がないこと。

③ 要介護者の介護度が「要介護3」以上であること。ただし、「要介護3」の方のみ下表の要件が追加されます。

④ 月の半分以上、在宅で生活していること。

⑤ 利用した居宅介護サービスの費用が居宅介護サービス費

　 支給限度基準額の半額以内であること。

⑥ 居宅サービス利用割合と入所(入院)割合の合計が5割以内であること。

支給要件

要介護者の介護度

要介護3

支給要件

過去1年以内に介護サービスを利用していない場合に限る。

※現在、在宅介護手当を受給中の方でも、1年以内に介護サービスを利用している人は受給資格が消滅します。

変更点
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「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
ど
ん
な
制
度
？

　
20
歳
以
上
の
人
は
、学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
　﹇
所
得
の
め
や
す
﹈

　
　
1
1
8
万
円
＋｛
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
｝

【
学
生
納
付
特
例
制
度
対
象
者
】

　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等

学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
過
程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
人
、夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方
で
す
。

【
承
認
期
間
】

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

な
り
ま
す
が
、承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
、４
月
は
じ
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご

希
望
の
場
合
は
、必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　※
詳
し
い
内
容
は
、日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
ま
で
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４
ー
10
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
3
4
）1
6
1
6

　
　（
本
　
　
庁
）市
民
課
市
民
係
　
　
　
☎（
3
4
）1
1
1
3

　
　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
　
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

■平成28年度後期高齢者医療保険料の仮徴収が始まります
　◎新たに「年金からの天引き」が始まる人（下記の3つの要件をすべて満たしている人）

　　・平成27年6月23日から10月1日までに資格を取得した

　　・年金が年額18万円以上で、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の2分の1以下

　　・口座振替への納付方法変更申し出をしていない

　※4月支給分の年金から天引きが始まる人には、4月1日に通知書を発送しています。

　◎現在「年金からの天引き」となっている人

　　原則として平成28年2月の年金から天引きした金額と同じ金額を、平成28年度の保険料の仮徴収分として、

　　4月・6月・8月に特別徴収（年金天引き）で納めるようになります。

■平成28･29年度の保険料率が決まりました
　　後期高齢者医療保険料の保険料率は、医療費の状況などを踏まえ、2年ごとに改定されます。平成28･29年度

　の保険料率は11.42％に決定されました。

　☆保険料の計算方法（1人あたり）

　保険料は被保険者均等割額と所得割額の合計額です。（年間保険料の上限額は、1人に付き57万円です。）

　○総所得金額等とは総所得金額（公的年金等控除などを差し引いた額）と山林所得、土地建物の譲渡所得等の

　　分離課税所得の合計です。

■平成28年度から保険料の軽減判定基準が変わります
　被保険者均等割額の2割軽減および5割軽減の判定基準が改正され、軽減対象となる世帯の範囲が拡大されま

す。軽減は前年の所得に応じて自動的に適用されるため、届出等は必要ありませんが、未申告の世帯には適用さ

れませんので、前年の所得について必ず申告を済ませておいてください。

【問い合わせ先】（本庁）市民課 国保係 ☎（34）1114　（総合支所）西土佐住民分室 ☎（52）1111

後期高齢者医療保険料についてのお知らせ

年間保険料
一人あたり定額の保険料
（被保険者均等割額）

5万4394円

所得に応じた保険料
（所得割額）

（総所得金額等－33万円）×11．42％

＝ +

軽減の
割合
5割
2割

軽減後の
均等割額
27,197円
43,515円

同一世帯内の世帯主と被保険者の総所得金額等の合計額
改正前の判定基準

33万円＋（26万円×被保険者数）以下
33万円＋（47万円×被保険者数）以下

改正後の判定基準
33万円＋（26万5千円×被保険者数）以下
33万円＋（48万円×被保険者数）以下
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健
康
福
祉
委
員
会
だ
よ
り
vol.10

　
２
月
10
日（
水
）中
央
公
民
館
に
て
、地
区
健
康
福
祉
委
員
会
の
代
表

者
等
1
7
2
人
が
参
加
し
、代
表
者
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
、高
知
大
学
医
学
部
の
藤
本 

新
平
先
生
に『
糖
尿
病

を
正
し
く
知
っ
て
、予
防
・
治
療
し
ま
し
ょ
う
』と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
、糖
尿
病
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
や
気
を
付
け

る
こ
と
等
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、特
定
健
診
受
診
率
の
報
告
、介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業（
総
合
事
業
）の
説
明
、各
地
区
で
行
っ

た
意
見
交
換
会
の
報

告
等
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
健
康
・
福
祉
地

域
推
進
事
業
も
事
業

開
始
か
ら
４
年
が
経

過
し
、各
地
区
健
康
福

祉
委
員
会
の
熱
心
な

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

地
域
内
の
連
帯
感
や

絆
が
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
全
体
で
支
え
合

え
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
、地
域
の
皆

さ
ん
と
協
働
し
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
☎（
3
4
）1
1
6
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

　
こ
の
教
室
は
、温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
、膝
や
腰
へ
の
負
担

が
少
な
い
水
中
運
動
に
よ
り
、筋
肉
を
鍛
え
柔
軟
性
を
維
持
・
向

上
さ
せ
身
体
の
機
能
低
下
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、日
々
の
生
活

に
運
動
を
取
り
入
れ
、要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

期
　
間
　
５
月
〜
９
月

時
　
間
　
12
時
15
分
〜
13
時
15
分（
受
付
11
時
30
分
〜
）

場
　
所
　
市
立
温
水
プ
ー
ル(

安
並)

コ
ー
ス
／
定
員

　
・
毎
週
月
曜
コ
ー
ス（
全
15
回
）／
30
人

　
・
毎
週
金
曜
コ
ー
ス（
全
15
回
）／
30
人

　
＊
申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
は
、こ
の
教
室
に
参
加
し
た

　
　
こ
と
の
な
い
方
、参
加
回
数
の
少
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。

運
動
内
容

　
水
中
ス
ト
レ
ッ
チ
、ア
ク
ア
ビ
ク
ス
な
ど
。

　
体
力
に
自
信
が
な
い
方
で
も
、
無
理
な
く
楽
し
め
る
運
動
メ

　
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
＊
各
コ
ー
ス
の
実
施
前
後
に
体
力
・
体
組
成
測
定
、講
習
日
毎

　
　
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

　
＊
必
ず
、ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
着
用
願
い
ま
す
。

対
象
者

　
65
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る
方

　
＊
持
病
の
あ
る
方
は
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
師
に
プ
ー
ル
で

　
　
運
動
を
し
て
よ
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

指
導
者
　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の
指
導
者

参
加
料
　
無
料（
プ
ー
ル
入
場
料
も
無
料
）

受
付
期
間
　
４
月
11
日（
月
）〜
22
日（
金
）　

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局

　（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎（
３
４
）２
０
７
１

温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
行
き
先
は
目
的
地
に
着
く
ま
で
わ
か
ら
な
い 

〝
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
〞
で
す
。

　
〝
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
　
人
づ
く
り

は
健
康
か
ら
　
健
康
は
運
動
か
ら
〞
が「
愛
言
葉
」

の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
ご
案
内
で
す
。

日
　
程

　
５
月
29
日（
日
）

　
　
小
雨
決
行
。荒
天
中
止
。判
断
は
当
日
７
時
に

　
　
行
い
ま
す
。

　（
中
村
地
域
の
方
）

　
　
９
時
45
分

　
　
　
集
合
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

　
　
16
時
　
解
散（
予
定
）

　（
西
土
佐
地
域
の
方
）

　
　
８
時
45
分

　
　
　
集
合
　
西
土
佐
・
Ｊ
Ｒ
江
川
崎
駅
前

　
　
17
時
　
解
散（
予
定
）

行
き
先
　
当
日
説
明
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
４
月
15
日（
金
）８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
５
月
13
日（
金
）17
時
15
分
ま
で

定
　
員
　
先
着
40
人

対
　
象

　
４
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
可
能
な
四
万
十
市
民

参
加
料

　
5
0
0
円（
保
険
料
・
印
刷
代
・
切
手
代
・
汽
車
代
）

※

昼
食
、飲
み
物
、雨
具
、タ
オ
ル
等
ご
持
参
く
だ
さ

　
い
。ケ
ガ
、事
故
に
つ
い
て
は
、主
催
者
側
で
か
け

　
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
振

　
興
係

　
☎（
3
4
）2
0
6
2

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
の

ご
案
内
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※お願い…参加を希望される人は、準備等の都合がありま

すので、あらかじめ電話でご連絡ください。

利用できる人
　子育て支援センターの活動・利用は、市内在住で保育

所や幼稚園に通っていない就学前の乳幼児とその保護

者、家族を対象としています。

　なお、平成24年3月以前に生まれたお子さんについて

はフリーデーのご利用をお願いします。

○親子ふれあい活動
◇ぽっぽ　毎週１回程度　9：30～11：30

　対象：1・2・3歳児（平成24年4月～27年3月生まれ）

　簡単なおもちゃを作ったり、リズム遊びや園庭遊びな

　どをして親子で楽しみます。

◇ぴよちゃんクラブ　毎月１回程度　9：30～11：30

　対象：妊婦さんと0歳児（平成27年4月以降に生まれたお

　子さん）

　おもちゃで遊んだり、親子のふれあい遊びを楽しみます。

○フリーデー　
　・活動を行っていない日の午前中（9：30～12：00）

　・月曜日～金曜日の午後（13：30～16：30）

　子どもさんの、生活リズムを考えながらご利用ください。

○おしゃべり広場　毎月1回程度　10：00～11：30　
　毎月いろんな方を講師に招いて、子育て中の方に役に立つ

　情報をお届けしたいと思います。初めての人、おしゃべり広

　場のみの利用の人も大歓迎です。

○子育て相談（電話相談・来所相談）　
　・月曜日～金曜日　9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて日頃思っていること、悩んでいることなど

　気軽にご相談ください。

　※活動がある日の午前中は、相談に応じられない場合もあ

　　ります。ご了承ください。

子育て支援センターはこんな活動を行っています

　子育ては、なにかとストレスがたまりがちなものです。家に閉じこもりがちになったり、育児に自信がもてなくなったりし

ていませんか。四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”は、子育て真最中のお母さんやお父さん、ご家族の子育てを支援す

るための施設です。親同士、子ども同士が親しみ、触れ合う小さな出会いの場としてご利用ください。

4月14日（木）までは準備期間となっております。ご了承ください。
ただし、11日（月）～14日（木）は園庭のみ開放します。

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!

　　親子ふれあい活動

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）
はじめましてよろしくね
1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊び
をしたり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪
4月15日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

時

場

◆０歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）
はじめましてよろしくね
1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊びを
したり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪
4月18日（月）　9：30～11：30
子育て支援センター

ぽっぽで遊ぼう　※日程ごとに①②グループに分かれます。
グループのお友だちと“ぽっぽ”のお庭やおもちゃで遊ぼ
うね！
手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。
①グループ4月21日（木）、②グループ22日（金）
9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

なかよく遊ぼう
グループのお友だちと一緒に遊ぶよ。おもちゃやままご
と、お外にはブランコやすべり台もあるよ！
①グループ5月10日（火）、②グループ12日（木）
9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

　　その他の活動　

時

場

四万十市立保育所担当の栄養士さんによる講話です。
気軽にご参加ください。
4月28日(木)　10：00～11：30
子育て支援センター

◆おしゃべり広場（妊婦・0・1・2・3歳児対象）

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター

“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748
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広報3月号「資源ごみの出し方」の訂正について
　広報3月号22ページ「資源ごみとして収集できない布類」の⑨に「商店や会社などから出される事業系の
もの」とあり、出し方として有料で普通ごみ又は粗大ごみとして出せると記載しておりますが、事業系のも
のは有料ごみとしても出すことはできません。（市は収集していません）お詫びし訂正いたします。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
新
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、新
た
に
通
園
・
通
学
す
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
校
周
辺
や
通
学
路
等
を
通
行
す
る
と
き
は
ス
ピ
ー
ド

を
控
え
、子
ど
も
に
注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間
　
４
月
６
日（
水
）〜
15
日（
金
）

運
動
の
基
本
　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

重
点
目
標

　
１
　
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
　
　（
特
に
、自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

　
２
　
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
　
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
３
　
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　
☎（
３
５
）４
１
４
７

　（
総
合
支
所
） 

地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　
☎（
５
２
）１
１
１
１

　
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間（
４
月
６
日
〜

15
日
）に
合
わ
せ
、
宿
毛

市
に
お
い
て
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
を
目
的

と
し
た
交
通
安
全
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
4
月
9
日（
土
）　
13
時
20
分
〜
15
時
20
分 

会
　
場

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
宿
毛
市
高
砂
4
ー
56
）

参
加
費
　
無
料
　
　

定
　
員
　
8
0
0
人（
申
込
み
不
要
）

講
　
師

　
高
知
検
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
脳
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
長

　
高
知
工
科
大
学
　
客
員
教
授
　
地
域
交
通
医
学
研
究
室
長

　
朴
　
啓
彰（
パ
ク 

ケ
チ
ャ
ン
）氏

 

（
サ
ブ
テ
ー
マ
）

　
Ⅰ
　
認
知
症
の
前
兆

　
Ⅱ
　
認
知
症
と
自
動
車
運
転

　
Ⅲ
　
認
知
機
能
と
運
動
能
力
の
関
連
性

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
有
）宿
毛
自
動
車
学
校

　
☎
0
8
8
0（
6
3
）3
1
3
5

　
３
月
７
日
、
中
村

警
察
署
に
お
い
て
小

学
校
１
年
生
に
な
る

子
ど
も
た
ち
に
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
は
毎
年
、
交
通

安
全
協
会
中
村
支
部

よ
り
寄
贈
さ
れ
て
お

り
、
昨
年
よ
り
幡
多

地
域
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る「
は
た
っ
ぴ
ー
」を

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
代
表
し
て
あ
お
ぎ
保
育

所
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、子
ど
も
た
ち
は

４
月
の
入
学
式
が
待
ち
遠
し
そ
う
で
し
た
。

◎
交
通
安
全
協
会
よ
り

　
皆
さ
ん
の
会
費
が
地
域
の
交
通
安
全
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
免
許
の
更
新
手
続
き
時
に
協
会
費
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
免
許
の
有
効
期
限

　
　
５
年
の
方
…
２
５
０
０
円

　
　
４
年
の
方
…
２
０
０
０
円

　
　
３
年
の
方
…
１
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
交
通
安
全
協
会
中
村
支
部（
中
村
警
察
署
内
）

　
☎（
３
４
）０
１
１
０

交
通
安
全

指
導
員
だ
よ
り

交
通
安
全

指
導
員
だ
よ
り

№29№29

自転車は、左側通行です！

チャイルドシート（6歳未満）を使用！

お酒を飲んだら、運転しない！

～笑顔はマナーとやさしさから～

『
老
い
て
も
、運
転
し
続
け
た
い
』

〜
防
ご
う
!!

　
認
知
症
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
〜

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
寄
贈
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ト
ン
ボ
王
国 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

　
四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
！
　
新
緑
の
気
持
ち
の
い
い
季
節
、親
子
で
友
達
同

士
で
ト
ン
ボ
王
国
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
】

　
期
間
　
4
月
29
日（
金
）〜
5
月
8
日（
土
）

　
場
所
　
四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お

　
対
象
　
有
料
入
館
者

①「
ち
ょ
っ
と
大
き
な
!? 

コ
イ
の
世
界
」展

　
　
中
型
で
カ
ラ
フ
ル
な

　
コ
イ
科
の
魚
を
約
10
種
、

　
特
別
展
示
し
ま
す
。

　
　
注
目
は
、
通
称「
ド
ク

　
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」！

　
　
ふ
し
ぎ
な「
ふ
れ
あ
い

　
体
験
」が
で
き
ま
す
！

②
四
万
十
川
の
生
き
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

　
　
テ
ナ
ガ
エ
ビ
な
ど

　
四
万
十
川
の
生
き
物

　
を
、
見
て
、
さ
わ
っ
て

　
楽
し
め
る
特
別
展
示

　
で
す
。

【
こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト
】

　
日
時

　
　
5
月
5
日（
木
）の
み

　
場
所

　
　
四
万
十
川
学
遊
館
あ

　
　
き
つ
い
お

　
対
象

　
　
小
学
生
以
下
の
有
料

　
　
入
館
者

①
メ
ダ
カ
を
す
く
っ
て
お
菓
子
と
交
換
！

　
　
金
魚
す
く
い
用
の「
ポ
イ
」を
使
っ
て
の「
メ

　
ダ
カ
す
く
い
」で
す
。

　
　
小
学
生
以
下
は
1
回
無
料
。
２
回
目
以
降
や

　
中
学
生
以
上
で
も
1
回
1
0
0
円
で
ご
体
験
い

　
た
だ
け
ま
す
。

　
　
す
く
っ
た
数
に
応
じ
て
お
菓
子
な
ど
と
交
換

　
で
き
ま
す
。

　
　
交
換
し
な
い
場
合
は
、メ
ダ
カ
2
尾
ま
で
お

　
持
ち
帰
り
も
で
き
ま
す
。

②「
紙
の
工
作
キ
ッ
ト
」プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　
　
ト
ン
ボ
王
国
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
紙
の
工
作
キ
ッ

　
ト
」シ
リ
ー
ズ
5
点
の
中
か
ら
お
好
き
な
も
の
3

　
点
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
の

愛
称
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
!!

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
の
公
式

愛
称「
四
万
十
く
ろ
し
お
ラ
イ
ン
」の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
つ
い
て
一
般
公
募
し
た
結
果
、応
募

総
数
1
3
2
点
の
中
か
ら
鎌
田
智
子
さ
ん（
香

川
県
）の
下
記
の
デ
ザ
イ
ン
に
決
定
し
ま
し

た
。今
後
は
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
の
P
R
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
運
営

　
協
議
会
事
務
局（
四
万
十
市
企
画
広
報
課
）

　
☎（
3
4
）1
1
2
9

参
加
者
募
集
!!

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
利
用
促
進
事
業

『
恋
結
び
列
車
』〜「
四
万
十
川
の
橋
梁
でV

e
r.

」〜

日
　
時
　
６
月
26
日（
日
）　
９
時
30
分
〜
　

集
　
合
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

参
加
資
格

　
男
性 

25
〜
45
歳
で
幡
多
地
域
お
よ
び
四
万
十
町
に
お
住
ま
い
の
方

　
女
性 

25
〜
45
歳
の
方（
住
所
不
問
）

参
加
費
　
男
性 

5
0
0
0
円
　
女
性 

4
0
0
0
円

※

申
込
方
法
等
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
営
業
課
　
☎（
3
5
）4
9
6
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　＜

月
〜
金
／
９
時
〜
17
時＞

問 

観
光
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

ど物て示

ト
】
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募
　
集

第12回　四万十市文化祭参加団体募集

　
市
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
を
中
心
に
市
立
文
化

セ
ン
タ
ー
、市
立
中
央
公
民
館
を
主
会
場
と
し
て

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。今
年
も
よ
り
充
実
し
た

文
化
祭
を
開
催
す
る
た
め
、左
記
に
よ
り
参
加
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門

　
舞
台
芸
術
・
展
示
・
音
楽
・
映
画
・
文
芸
・
茶
道
・

　
郷
土
芸
能
・
講
演

参
加
申
請
締
切
日
　
4
月
28
日（
木
）

※
文
化
祭
参
加
申
請
書
は
、生
涯
学
習
課
に
置
い

　
て
い
ま
す
。四
万
十
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
市
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
を
中
心
に
市
立
文
化

セ
ン
タ
ー
、市
立
中
央
公
民
館
を
主
会
場
と
し
て

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。今
年
も
よ
り
充
実
し
た

文
化
祭
を
開
催
す
る
た
め
、左
記
に
よ
り
参
加
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門

　
舞
台
芸
術
・
展
示
・
音
楽
・
映
画
・
文
芸
・
茶
道
・

　
郷
土
芸
能
・
講
演

参
加
申
請
締
切
日
　
4
月
28
日（
木
）

※
文
化
祭
参
加
申
請
書
は
、生
涯
学
習
課
に
置
い

　
て
い
ま
す
。四
万
十
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

教
室
・
講
座

スポーツ吹矢教室

　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、運
動
効
果
だ
け
で
は
な

く
、精
神
集
中
や
血
行
促
進
・
細
胞
の
活
性
化

に
も
役
立
ち
、内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い
影
響

を
与
え
ま
す
。年
齢
を
問
わ
ず
ゲ
ー
ム
感
覚
で

楽
し
め
、健
康
ア
ッ
プ
で
き
る
の
が「
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
」で
す
。

日
　
時

　（
日
曜
コ
ー
ス
）５
月
８
日
・
15
日
・
22
日

　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時

　（
月
曜
コ
ー
ス
）５
月
９
日
・
16
日
・
23
日

　
　
　
　
　
　
　
19
時
〜
21
時

場
　
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
武
道
場

対
象
者
　
小
学
生
以
上

定
　
員
　
各
コ
ー
ス
　
先
着
10
人

参
加
料
　
５
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
）

講
　
師

　
佐
田
昭
一
郎

　（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
四
万
十
支
部
）

受
付
期
間

　
４
月
11
日（
月
）〜
５
月
６
日（
金
）９
時
〜
17
時

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
運
動
の
で
き
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご

　
用
意
く
だ
さ
い
。

　（
用
具
は
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。）

　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、運
動
効
果
だ
け
で
は
な

く
、精
神
集
中
や
血
行
促
進
・
細
胞
の
活
性
化

に
も
役
立
ち
、内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い
影
響

を
与
え
ま
す
。年
齢
を
問
わ
ず
ゲ
ー
ム
感
覚
で

楽
し
め
、健
康
ア
ッ
プ
で
き
る
の
が「
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
」で
す
。

日
　
時

　（
日
曜
コ
ー
ス
）５
月
８
日
・
15
日
・
22
日

　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時

　（
月
曜
コ
ー
ス
）５
月
９
日
・
16
日
・
23
日

　
　
　
　
　
　
　
19
時
〜
21
時

場
　
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
武
道
場

対
象
者
　
小
学
生
以
上

定
　
員
　
各
コ
ー
ス
　
先
着
10
人

参
加
料
　
５
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
）

講
　
師

　
佐
田
昭
一
郎

　（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
四
万
十
支
部
）

受
付
期
間

　
４
月
11
日（
月
）〜
５
月
６
日（
金
）９
時
〜
17
時

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
運
動
の
で
き
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご

　
用
意
く
だ
さ
い
。

　（
用
具
は
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。）

初心者硬式テニス教室

　
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
も
な
い
人
も
、ラ

ケ
ッ
ト
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
眠
ら
せ
た
ま

ま
の
人
も
、こ
の
機
会
に
硬
式
テ
ニ
ス
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

　
18
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

　
る
人

期
　
間
　
５
月
11
日（
水
）〜
６
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
毎
週
　
水
・
金
曜
日
計
10
回

　
　
　
　
＊
雨
天
の
場
合
は
順
延

時
　
間
　
19
時
〜
21
時

場
　
所
　
安
並
運
動
公
園
内
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
　
員

　
30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、た
だ

　
し
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
優
先
）

参
加
料
　
１
５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

講
　
師
　
硬
式
テ
ニ
ス
　
原
　
英
田
・
濱
田
忠
克

受
付
期
間

　
４
月
６
日（
水
）〜
25
日（
月
）９
時
〜
17
時

申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
無
料

　
貸
出
し
い
た
し
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

　
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
も
な
い
人
も
、ラ

ケ
ッ
ト
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
眠
ら
せ
た
ま

ま
の
人
も
、こ
の
機
会
に
硬
式
テ
ニ
ス
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

　
18
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

　
る
人

期
　
間
　
５
月
11
日（
水
）〜
６
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
毎
週
　
水
・
金
曜
日
計
10
回

　
　
　
　
＊
雨
天
の
場
合
は
順
延

時
　
間
　
19
時
〜
21
時

場
　
所
　
安
並
運
動
公
園
内
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
　
員

　
30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、た
だ

　
し
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
優
先
）

参
加
料
　
１
５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

講
　
師
　
硬
式
テ
ニ
ス
　
原
　
英
田
・
濱
田
忠
克

受
付
期
間

　
４
月
６
日（
水
）〜
25
日（
月
）９
時
〜
17
時

申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
無
料

　
貸
出
し
い
た
し
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

　
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
室
・
講
座

問
（公財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

問 申
（市）教育委員会　生涯学習課
☎（34）7311

問 申
（公財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

必ず鍵をかけましょう!!

中村署管内の窃盗犯発生状況
（平成27年1月～12月）

窃盗犯合計　318件
※うち257件が四万十市で発生
　しています。

【主な被害】
空き巣　　8件
忍込み　　4件
金庫破り　1件
侵入窃盗その他　7件
オートバイ盗　4件
（キー付きでの被害　4件）
自転車盗　57件（無施錠　43件）
車上ねらい　19件
（無施錠　17件）
万引き　55件
（非侵入窃盗その他　49件）

○夜間や家を留守にするときは
　必ず鍵をかけましょう。
○車、オートバイ、自転車などの
　乗り物盗や車上ねらいの大部
　分は、鍵をかけていない場合
　に発生しています。少しの時
　間でもその場所を離れる場合
　には、鍵をかける習慣をつけ、
　被害を未然に防ぎましょう。

【問い合わせ先】
中村地区地域安全協会
（中村警察署内）
☎（34）0110
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教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

要約筆記者養成講座

　
高
知
県
障
害
保
健
福
祉
課
が
開
催
す
る
、聴
覚

障
害
の
あ
る
人
に
文
字
で
情
報
を
伝
え
る
要
約

筆
記
者
の
養
成
講
座
で
す
。

　
手
書
き
と
パ
ソ
コ
ン
の
２
つ
の
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

日
　
時

　
５
月
14
日（
土
）〜
12
月
３
日（
土
）

　
全
28
回（
予
定
）

　
毎
回
土
曜
日 

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

場
　
所

　
高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
高
知
市
旭
町
２
丁
目
21－

６
）

対
象
者

　
講
座
終
了
後
、高
知
県
要
約
筆
記
者
認
定
試
験

　
を
受
験
し
、試
験
合
格
後
に
要
約
筆
記
者
と
し

　
て
継
続
し
て
活
動
で
き
る
18
歳
以
上
の
人

受
講
料

　
無
料

　（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
3
4
0
0
円

　
程
度
必
要
）

申
込
期
限
　
５
月
７
日（
土
）ま
で

申
込
方
法

　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

　（
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
載
）

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
を
受
講
の
場
合
は
パ
ソ
コ

　
ン
の
持
参
が
必
要
で
す
が
、で
き
な
い
場
合
は

　
相
談
に
応
じ
ま
す
。

“いきいきクラブ”健康教室
　
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
　
人
づ
く
り

は
健
康
か
ら
　
健
康
は
運
動
か
ら
！

　
若
々
し
い「
身
体
」と「
心
」の
維
持
を
目
的
と

し
た
教
室
で
す
。ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
な
ど
楽
し
く

運
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
　
象

　
市
内
在
住
の
成
年
の
方（
初
め
て
の
方
歓
迎
）

期
　
間

　
５
月
16
日（
月
）〜
平
成
29
年
３
月
13
日（
月
）

　（
８
月
と
１
月
は
休
み
）

日
　
程

　
毎
週
月
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
健
康
教
室（
健
康
体
操
・
ゲ
ー
ム
・
ダ
ン
ス
等
）

　
※
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
指
導
し

　
　
ま
す
。　

参
加
料

　
無
料
。た
だ
し
、ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
1
8
5
0
円

　（
65
歳
以
上
は
、1
２
0
0
円
）の
加
入
が
必
要

　
で
す
。

定
　
員
　
先
着
80
人
　

申
込
期
間

　
４
月
11
日（
月
）〜
20
日（
水
）17
時

申
込
方
法

　
電
話
で
申
し
込
み
い
た
だ
き
、保
険
料
を
納
入

　（
４
月
中
）し
て
受
付
完
了
で
す
。

※
ケ
ガ
や
事
故
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

　
険
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

問 申

特定非営利活動法人　要約筆記高知・やまもも（養成講座担当　廣田）
☎・ＦＡＸ　088（842）2519 　E-mai l： hikkihirota@mf.pikara.ne.jp

問 申

（市）教育委員会 生涯学習課 社会体育振興係
☎（34）2071

催
　
し

「保育の父・佐竹音次郎に学ぶ会」講演会

　
昨
年
、四
万
十
市
で
発
足
し
た「
保
育
の
父
・
佐

竹
音
次
郎
に
学
ぶ
会
」（
通
称：

音
次
郎
会
）の
講

演
会
が
左
記
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。佐
竹
音
次

郎
は
、現
在
の
四
万
十
市
竹
島
出
身
で
児
童
福
祉

に
尽
く
し「
保
育
の
父
」と
呼
ば
れ
た
人
物
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
　
時
　
５
月
10
日（
火
）19
時
〜
21
時

　
　
　
　（
19
時
〜
30
分
間
　
定
期
総
会
）

場
　
所

　
市
立
中
央
公
民
館
　
大
会
議
室（
１
階
）

講
　
演

　「
佐
竹
音
次
郎
の
育
児
事
業
と
高
知
人
脈
」

講
　
師

　
佐
竹
要
平
先
生

　（
日
本
社
会
事
業
大
学
専
任
講
師
）

※
入
場
無
料

　
高
知
県
宅
建
協
会
で
は
一
般
消
費
者
を
対
象

と
し
て
、不
動
産
・
住
ま
い
に
関
す
る
問
題
等
に

つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
す
る
地
区
巡

回
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
14
日（
木
）13
時
〜
16
時

場
　
所

　
市
立
中
央
公
民
館
１
階
　
小
会
議
室
Ⅰ

問
保育の父・佐竹音次郎に学ぶ会事務局（若草園内）
☎（33）0247 

相
　
談

不動産に関する無料相談

公益社団法人高知県宅地建物取引業協会
☎088（823）2001

問
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教
室
・
講
座

働く婦人の家　　☎（34）6299　　
9時～12時、13時～17時15分（土、日、祝日を除く）　

問 申

働く婦人の家講座
時　間日　程 場　所 申込期間

4月18日(月)～

用意するもの

女性用ゆかた反物（綿）、
糸、針、ヘラ、チャコ、
ものさし（クジラサシ）

受講料

無　料
19時～
21時30分

5月9日～8月29日
【7月18日（祝日）

を除く】
毎週月曜日
（全16回）

働く
婦人の家
2Ｆ 和室

定　員

10人

和　裁
（作品：女性用のゆかた）
※申込多数の場合は、
初心者を優先します。

【対　　象】市内に居住または勤務する女性　　　【講　　師】中島　京子
【申込方法】本人に限り窓口・電話で受付。定員になり次第締め切り。　※講師の都合により日程が変更になることがあります。

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
☎（34）1804
（総合支所）地域企画課　
☎（52）1111

4月19日（火）
13時～16時

社会福祉センター
国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

日本政策金融公庫
高知支店 農林水産事業
☎ 088(825)1091

4月28日（木）
JA高知はた本所 

3階
農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

行政相談所

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日
開催）

教
室
・
講
座

第31回 幡多ふれあい医療公開講座

日
　
時

　
4
月
17
日（
日
） 

13
時
30
分
〜
16
時

場
　
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

講
義
内
容

　「
口
か
ら
食
べ
れ
る
喜
び

　
〜
高
齢
者
の
飲
み
込
み
障
害
〜
」

　
　
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
　
島
田
歯
科

　
　
院
長
　
島
田
　
力

　「
高
血
圧
に
つ
い
て

　
〜
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
〜
」

　
　
四
万
十
市
立
市
民
病
院

　
　
内
科
副
部
長
　
濱
川
　
公
祐

参
加
費

　
無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
講
師
の
先
生
方
の
都
合
で
開
催
日
時
が
変
更

　
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

催
　
し

第3回 幡多ドリームプラン・プレゼンテーション
（夢の発表会）

　
子
ど
も
た
ち
や
大
人
が
夢
を
語
り
、お
互
い

に
刺
激
し
合
い
、応
援
し
合
え
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
、目
標
を
掲
げ
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
み
ん

な
で
語
り
合
い
、発
信
す
る
会
で
す
。

日
　
時

　
４
月
23
日（
土
）

　
13
時
開
場
　
13
時
30
分
開
演

場
　
所

　
市
立
中
央
公
民
館
　
１
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

　
夢
の
発
表
会「
体
感
し
て
く
だ
さ
い
」

参
加
費

　
大
人
５
０
０
円（
18
歳
以
下
無
料
）

後
　
援
　
四
万
十
市
教
育
委
員
会

幡多ドリプラ実行委員会　西尾
☎090（9779）1544

問
幡多けんみん病院（経営事業課）☎0880（66）2222（代表）
(市)保健介護課　☎（34）1115

問

催
　
し

四国アイランドリーグplus公式戦
高知ファイティングドッグス VS 徳島インディゴソックス

　
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
が
四

万
十
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
よ
り
駒
田
徳
広
氏
が
新
監

督
に
就
任
し
、さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ
四
万
十
ス
タ

ジ
ア
ム
で
選
手
の
活
躍
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

開 

催 

日
　
4
月
23
日（
土
）

試
合
開
始
　
13
時
〜

場
　
　
所
　
四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

入 

場 

料
　
無
料（
四
万
十
市
後
援
試
合
）

【
少
年
野
球
教
室
開
催
】

　
試
合
終
了
後
、フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

　
グ
ス
選
手
に
よ
る
野
球
教
室
を
予
定
し

　
て
い
ま
す
の
で
、参
加
さ
れ
る
チ
ー
ム

　
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
試
合
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　 

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

　
球
団
事
務
所

　
☎
０
８
８（
８
７
８
）０
７
７
５

　（
平
日
10
時
〜
18
時
・
土
曜
日
10
時
〜
15
時
）

（公財）四万十市体育協会
☎(37)4572　

問
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4月～9月各種スポーツ大会（市体育施設利用）
皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひご観覧ください。（日程等が変更になる場合があります）

日　　程

4／16（土）・17（日）

4／3（日）～29（金）

4／23（土）

　　〃

4／29（金）

5／8（日）

5／14（土）・15（日）

5／21（土）

5／15（日）・22（日）

6／5（日）・26（日）

6／5（日）

6／26（日）

6／11（土）・12（日）

6／12（日）

6／18（土）・19（日）

6／19（日）

　　〃

7／3（日）

　　〃

7／24（日）

8／21（日）

8／27（土）・28（日）

8／28（日）・9／4（日）

9／10（土）・11（日）

9／11（日）

9／18（日）

9／24（土）・25（日）

　大会名　

四国ハイシニアソフトボール四万十大会

四万十の日春季スポーツ大会

高知ファイティングドッグス公式戦

県高校体育連盟幡多支部体育大会（ソフトボール）

県高校体育連盟幡多支部体育大会（柔道）

軟式野球体育協会長杯

中央区中学校球技大会

土佐生涯剣友会稽古会

幡多地区春季スポーツ大会

天皇賜杯幡多軟式野球予選大会

フジカップ家庭婦人バレーボール大会

総合武道祭

中学校県総体幡多予選大会

ミックスバレーボール大会体育協会長杯

中学野球古城山杯大会

体育協会長杯バドミントン大会

実年ソフトボール協会公式戦

壮年ソフトボール協会公式戦

家庭婦人バレーボール幡多支部夏季大会

中村クリニック杯９人制女子バレーボール大会

幡多総合武道大会

幡多信用金庫理事長杯小学生野球大会

幡多地区球技大会

県高等学校バレーボール夏季大会

スカッシュバレーボール大会会長杯

高知県家庭婦人バレーボールいそじ大会

幡多地区中学校新人野球大会

場　　所

安並運動広場ほか

安並アリーナほか

四万十スタジアム

安並運動広場

市立武道館

四万十スタジアム

安並アリーナほか

市立武道館

安並運動広場ほか

四万十スタジアム

安並アリーナ

市立武道館

安並アリーナほか

具同体育センター

四万十スタジアム

安並アリーナ

安並運動広場

安並運動広場

安並アリーナ

具同体育センター

安並アリーナ・武道館

四万十スタジアムほか

安並アリーナほか

安並アリーナ

具同体育センター

安並アリーナ

四万十スタジアムほか

【問い合わせ先】（公財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）　☎（34）2071

四
万
十
市
観
光
大
使
に

三
山
ひ
ろ
し
さ
ん
　

「
四
万
十
川
」ヒ
ッ
ト
祈
願

　
２
月
21
日
、演
歌
歌
手
・
三
山
ひ
ろ
し
さ
ん
が

歌
う
新
曲「
四
万
十
川
」の
ヒ
ッ
ト
祈
願
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
、三
山
さ
ん
は
四
万
十

川
を
見
渡
す
佐
田
沈
下
橋
に
て
ヒ
ッ
ト
祈
願
し
、

不
破
八
幡
宮
に
て
歌
の
奉
納
を
行
い
ま
し
た
。

N
H
K
紅
白
歌
合
戦
で
も
披
露
し
た「
お
岩
木

山
」を
は
じ
め
、新
曲「
四
万
十
川
」な
ど
計
４
曲

が
大
勢
の
フ
ァ
ン
を
前
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
山
さ
ん
に
は
中
平
市
長
か
ら「
四
万
十
市

観
光
大
使
」が
委
嘱
さ
れ
、特
製
の
四
万
十
ヒ
ノ

キ
の
け
ん
玉
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
四
万
十
川
」

の
ヒ
ッ
ト
と
と
も
に
、四
万
十
川
流
域
の
魅
力

も
全
国
に
伝
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

佐田沈下橋にてヒット祈願
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お
誕
生

　
お
め
で
と
う

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

福
本
 

雪
乃

濱
田
 

紗
那

西
村
 

海
凪

長
﨑
 

愛
佳

尾
﨑
 

千
波

中
平
 

楓
理

西
川
 

康
佐

浅
能
 

一
輝

伊
豆
 

清
叶

伊
藤
 

愛
梨

伊
與
田
 
詩
織

小
原
 

蒼
太

川
添
 

花
哩

松
田
 

明
香
里

ゆ
き
の

さ
な

か
い
な

あ
い
か

ち
な
み

ふ
う
す
け

こ
う
す
け

か
ず
き

き
よ
と

あ
い
り

し
お
り

そ
う
た

は
な
り

あ
か
り

貴
章

賢友
里

敦直
人

郁
一

淳
樹

広
和

貫
清

正
幸

雄
一
郎

博
之

力
生

佑
太

（
平
成
28
・
3
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
28
・
３
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中

村

中
村
上
小
姓
町

中
村
本
町

中
村
京
町

中
村
京
町

中
村
東
町

右

山

右
山
元
町

右
山
元
町

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

安

並

入

田

入

田

入

田

入

田

国

見

山

路

実

崎

竹

島

下

田

双

海

伊

才

原

利

岡

田
野
川
甲

7492918796619263968886868085968283677689938887909067

右
山
元
町

不

破

不

破

佐

岡

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

具
同
田
黒

竹

島

蕨

岡

乙

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

千
屋
 

カ
ツ
子

三
村
 

律
子

松
本
 

實
則

横
山
 

幸
四
郎

澤
田
 

満

松
岡
 

あ
さ
み

三
好
 

八
重
子

関
 

一
友

大
田
 

ヨ
リ

藤
近
 

重
美

岡
本
 

定
信

宮
﨑
 

松
雄

村
上
 

富
美
代

渡
邊
 

豊
猪

沖
本
 

高
雄

安
光
 

敬
子

澤
田
 

菊
意

副
田
 

悦
生

細
木
 

福
美

乾
 

峯
代

片
山
 

章
生

宮
﨑
 

隼
枝

尾
﨑
 

幸
久

森
岡
 

澄

上
谷
 

健
三

岡
本
 

盛
文

岩

田

川

登

大

用

大

用

西
土
佐
岩
間

西
土
佐
西
ケ
方

西
土
佐
江
川
﨑

64868974898589

梶
原
 

京
子

植
 

伊
吹

西
村
 

豊
仲

渡
邊
 

洋

度
長
 

久
笑

篠
田
 

義
男

川
村
 

キ
ヨ
コ

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く132132

　
こ
の
欄
を
受
け
持
っ
て
、
丸
17
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
何
も
か
も
初
め

て
、
ず
ぶ
の
素
人
で
し
た
が
、
人
権

へ
の
思
い
を
私
な
り
に
レ
ポ
ー
ト
し

て
き
ま
し
た
。
「
普
通
の
人
の
生
き

る
幸
せ
」
と
は
何
か
を
考
え
る
歳
月

で
も
あ
り
ま
し
た
。
法
に
あ
る
か
ら

と
か
、
偉
い
人
が
そ
う
い
う
か
ら
と

か
で
は
な
く
、
す
ぐ
隣
で
見
聞
き
し

た
事
柄
を
と
、
心
し
て
き
ま
し
た
。

　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
生
き
る
上
で
の

野
心
や
願
い
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

ど
の
世
代
に
あ
っ
て
も
、
平
穏
無
事
、

心
安
ら
か
に
、
を
願
う
は
ず
で
す
。

「
生
・
老
・
病
・
死
」
は
大
自
然
の

摂
理
で
す
。
覆
す
こ
と
は
な
か
な
か

困
難
で
す
。
限
界
の
あ
る
人
生
で
は

あ
る
が
心
穏
や
か
に
過
ご
し
た
い
。

ま
た
、
過
ご
せ
る
世
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
ん
な
世
の
中
を
信
じ
、
人
々

を
信
じ
、
課
せ
ら
れ
た
人
生
を
全
う

で
き
る
一
生
で
あ
り
た
い
。

　
老
後
は
特
に
安
ら
か
で
あ
り
た

い
。
何
事
が
あ
っ
て
も
、
老
人
に
は

必
ず
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
る
。
世

の
中
は
俺
た
ち
の
晩
年
を
支
え
て
く

れ
る
。
そ
ん
な
確
信
を
抱
き
な
が
ら

日
々
を
過
ご
し
て
き
た
の
は
、
私
だ

け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
身
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
頼
れ

る
政
治
が
あ
り
、
病
院
が
あ
り
、
施

設
が
あ
り
、
何
の
憂
い
も
な
く
、
体

一
つ
を
受
け
と
め
て
く
だ
さ
る
社
会

が
あ
る
の
だ
と
、
疑
う
こ
と
な
く
、

信
頼
感
に
満
ち
て
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
私
の
住
む
地
域
（
全
市
）
は
、

全
て
私
の
た
め
に
、
私
を
抱
き
し
め

て
く
れ
る
も
の
だ
と
、
幸
せ
を
確
か

め
な
が
ら
生
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
信
頼
感
、
安
心
感
の
も
て
る

こ
の
地
域
に
、
俺
の
よ
う
な
も
の
で

も
、
何
か
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
恩

返
し
も
し
た
い
、
ど
の
老
人
も
い
つ

も
考
え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
は
ず

な
の
で
す
。

　
そ
ん
な
と
き
で
す
。
身
の
毛
の
よ

だ
つ
よ
う
な
報
道
が
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。
身
を
預
け
て
い
た
老
人
が
、

施
設
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
投
げ
捨
て
ら

れ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

し
か
も
三
人
も
連
続
に
で
す
。

　
全
て
の
施
設
が
そ
う
だ
と
は
考
え

ら
れ
は
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

あ
ん
な
に
も
信
頼
し
、
命
の
全
て
を

預
け
て
い
た
若
い
職
員
か
ら
、
こ
ん

な
仕
打
ち
を
受
け
る
だ
な
ん
て
、

口
惜
し
く
、
悲
し
く
、
表
現
不
可
能

な
ほ
ど
の
腹
立
た
し
さ
に
、
流
す
涙

も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
全
国
の
老
人

は
い
ま
怒
り
と
恐
ろ
し
さ
に
震
え
て

い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
も
う
い
ち
ど

立
ち
直
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
夢
と
安

心
を
、
み
ん
な
し
て
高
齢
者
に
取
り

返
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
衞

税務課資産税係からのお知らせ
土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿をご覧いただけます。
○場所　（本　　庁）税務課 資産税係
　　　　（総合支所）西土佐住民分室
○期間　4月1日（金）～ 5月31日（火）
○縦覧できる方
　土地・家屋の固定資産税納税者、委任状持参者、納税管理人
※手数料は無料です
【問い合わせ先】
（本　　庁）税務課 資産税係　☎（35）4428
（総合支所）西土佐住民分室　 ☎（52）1111

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
・

く
　
や

く
つ
が
え
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市民のひろば市民のひろば

報  告報  告

「未来のひまわり」

【絵画の部】 【標語の部】

・副市長賞

※所属校・学年は受賞当時のものです。

伊勢脇　豊槙 くん
（東山小学校2年）

・副市長賞

弘岡　峻弥 くん
（中村小学校2年）

てをのばそ

　ひとりじゃない

　　ぼくがいる

いせわき とうま ひろおか しゅんや

　
中
村
Ｆ
Ｃ
は
四
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
参
戦
し
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
本
年
度
の

四
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
は
高
知
県
内
の
ト
ッ
プ
２
チ
ー
ム
が
統
合
し
た「
高
知
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
Ｓ
Ｃ
」や
、「
岡
ち
ゃ
ん
」こ
と
元
日
本
代
表
監
督
岡
田
武
史
氏
が
オ
ー
ナ
ー

に
就
任
し
た「
Ｆ
Ｃ
今
治
」等
、全
国
で
も
注
目
さ
れ
る
チ
ー
ム
が
所
属
す
る
地
域

リ
ー
グ
で
す
。
そ
の
中
で
中
村
Ｆ
Ｃ
は
幡
多
の
誇
り
と
自
信
を
胸
に
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
四
国
の
強
豪
チ
ー
ム
と
１
戦
１
戦
全
力
で
戦
っ
て
い
ま
す
。
４
月
３
日
の
開

幕
戦
を
皮
切
り
に
、８
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
＆
ア
ウ
ェ
イ
戦
、計
14
試
合
が
行
わ
れ
、そ

の
う
ち
地
元
で
も
６
試
合
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
四
国
リ
ー
グ
に
定
着
し
、サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
大
き

な
夢
と
感
動
を
与
え
る
と
と
も
に
、幡
多
の
サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
ぜ
ひ
応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

月　日

4月 3日(日)

4月10日(日)

4月17日(日)

4月24日(日)

5月 1日(日)

5月15日(日)

5月29日(日)

6月 5日(日)

6月12日(日)

6月19日(日)

7月 3日(日)

9月11日(日)

9月18日(日)

9月25日(日)

時間

13：30

13：30

13：00

13：30

13：00

11：00

13：00

13：00

13：00

13：30

13：30

13：00

13：00

13：00

対戦相手

FC今治（愛媛）

KUFC南国（高知）

アルヴェリオ高松（香川）

高知ユナイテッドSC（高知）

多度津FC（香川）

llamas高知FC（高知）

FC徳島セレステ（徳島）

FC今治（愛媛）

KUFC南国（高知）

アルヴェリオ高松（香川）

高知ユナイテッドSC（高知）

多度津FC（香川）

llamas高知FC（高知）

FC徳島セレステ（徳島）

グランド

春野陸上競技場

春野球技場

大方球技場

春野球技場

大方球技場

日高グラウンド

ＴＳＶ（天然）

桜井砂浜ふれあい広場

大方球技場

生島サブグラウンド

大方球技場

生島メイングランド

大方球技場

大方球技場

中村ＦＣ　平成28年度日程表（予定）

”応援お願いします””応援お願いします”

中
村
F
C　

四
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
開
幕

中
村
F
C　

四
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
開
幕

中
村
F
C　

四
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
開
幕

期　　日　4月24日（日）
場　　所　市立中央公民館
上映時間　①14：00～16：00　②18：30～20：30
中脇初枝先生トークショー　18：00～18：30
料　　金　前売一般1,100円(当日1,500円)　学生(中学生以上)800円

【前売り券取扱所・問い合わせ先】
　シネマ四万十の会　夕部　☎ 090（8698）6407

本市出身作家、中脇初枝氏原作
映画「きみはいい子」上映会
並びにトークショーのお知らせ

本市出身作家、中脇初枝氏原作
映画「きみはいい子」上映会
並びにトークショーのお知らせ
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市
政
施
行
・
合
併
10
周

年
記
念
事
業
の
締
め
く
く

り
と
し
て
開
催
さ
れ
た
四

万
十
市
産
業
祭
。当
日
は
、

朝
早
く
か
ら
雨
を
想
定
し

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
み
ん
な
の
思
い
が
届

い
た
の
か
、
影
響
は
少
な

く
て
す
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駐
車
場
か
ら
会

場
へ
向
か
う
人
か
ら
は
、

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
市
役

所
の
位
置
を
聞
か
れ
る
こ

と
も
多
く
、
市
外
か
ら
の

お
客
さ
ん
も
結
構
い
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
大
集
合
し

た
魅
力
い
っ
ぱ
い
の「
四

万
十
の
お
い
し
い
も
の
」

や
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
な

ど
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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「広報四万十」5月号は4月27日(水)発送予定です「広報四万十」5月号は4月27日(水)発送予定です「広報四万十」5月号は4月27日(水)発送予定です

㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
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土
日
土
日
土
日
土
日
金
土
日
火
水
木
土
日

4月2日
3日
9日
10日
16日
17日
23日
24日
29日
30日
5月1日
3日
4日
5日
7日
8日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（

３３)０６６０
３５)３４５８
３７)３３８３
３６)２５５４
３７)５１５１
３５)４８７９
３３)０６５３
３４)６０３１
３５)２３１６
３４)４８５５
３２)１０９５
３５)４３２３
３４)３６２１
３４)２３２４
３５)５９９６
３３)０６６０

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

４月実施の統計調査
調　査　名 該当地区

家計調査

労働力調査

商業動態統計調査

右山五月町、右山天神町、
中村大橋通6丁目、中村一条通3丁目、
中村一条通4丁目

古津賀

具同

【問い合わせ先】　（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

市民病院

佐々木整形外科

市民病院

さたけ小児科

幡多病院

市民病院

竹本病院

大野内科

山下整形外科

小原外科胃腸科
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日

金

日

火

水

木

日

4月

5月

3

10

17

24

29

1

3

4

5

8

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）7 1 7 7

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 7 ）2 2 5 5

☎（ 3 4 ）6 2 1 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 5 ）4 1 5 1

☎（ 3 7 ）5 2 8 1

☎（ 3 4 ）0 5 1 1

☎（ 3 5 ）0 1 0 8

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ

　事前に電話でお問い合わせください。
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